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一
ど
う
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
国
家
が
こ
ん
な
に
も
突
如
と
し
て
、
効
率
的
な
戦
時
経
済
に
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
答
え
は
、
自
由
な
社
会
の
根
幹
に
か
か
わ
る
も
の
の
中
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
逆
の
方
向
か
ら
こ
の
問
題
の
答
え
に
気
づ
い
て
い
た
。
彼
は
、
ど
う
す
れ
ば
僭
主
は
そ
の
権
力
を
永
続
さ
せ
る
こ
と
を
望
め
る
だ
ろ
う
か
、
と
問
う
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
非
常
に
奇
妙
に
聞
こ
え
る
答
え
を
出
し
た
。
そ
れ
は
、
僭
主
は
す
べ
て
の
力
量
あ
る
人
間
を
「
宮
殿
の
入
り
口
に
控
え
」
さ
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
す
べ
て
の
饗
宴
を
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
飲
酒
と
社
交
の
集
い
で
あ
り
、
立
場
を
こ
え
て
男
た
ち
が
一
堂
に
会
し
、
長
い
昼
寝
を
は
さ
ん
で
語
り
合
っ
た
り
軽
い
食
事
を
し
た
り
す
る
饗
宴
を
、
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。
そ
う
、
力
量
あ
る
人
間
を
宮
殿
の
入
り
口
に
控
え
さ
せ
て
お
く
の
は
、
彼
ら
─
目
を
つ
け
た
男
た
ち
─
を
監
視
し
、
彼
ら
が
陰
謀
を
め
ぐ
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
無
害
な
饗
宴
ま
で
も
禁
止
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な
非
政
治
的
制
度
の
中
で
こ
そ
、
男
た
ち
は
最
初
に
相
互
信
頼
を
学
ぶ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
相
互
信
頼
が
な
け
れ
ば
、
僭
主
の
打
倒
な
ど
で
き
は
し
な
い
。
思
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
戦
時
経
済
に
お
け
る
動
員
が
ド
イ
ツ
な
ど
の
国
々
の
そ
れ
よ
り
も
優
れ
て
い
た
の
は
、
人
び
と
が
相
互
に
信
頼
し
て
決
定
権
限
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
う
し
た
信
頼
を
基
礎
と
し
て
中
央
政
府
が
立
て
た
計
画
を
実
現
し
よ
う
と
人
び
と
が
一
丸
と
な
っ
て
働
い
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
中
央
政
府
に
よ
る
絶
え
間
な
い
監
視
の
下
で
働
い
た
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
緊
急
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時
を
別
に
す
れ
ば
、
私
た
ち
が
つ
ね
に
維
持
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
生
活
術
で
あ
る
─
今
日
で
は
、
多
大
な
時
間
を
か
け
て
公
務
員
の
実
施
責
任
を
問
う
た
め
の
手
の
こ
ん
だ
仕
組
み
を
作
り
上
げ
、
ま
た
公
務
員
た
ち
が
き
ち
ん
と
仕
事
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
に
監
視
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
実
際
に
は
、
公
務
員
が
仕
事
を
行
う
の
を
じ
ゃ
ま
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
公
務
員
た
る
者
は
み
ず
か
ら
の
職
業
的
義
務
感
か
ら
率
先
し
て
自
分
の
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
と
い
う
信
頼
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
…
…〈
中
略
〉…
…
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
国
家
で
は
全
知
全
能
で
あ
る
こ
と
は
期
待
さ
れ
な
い
が
ゆ
え
に
、
信
頼
が
よ
り
大
き
な
も
の
と
な
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
失
敗
の
報
い
が
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
も
の
で
な
い
が
ゆ
え
に
、
信
頼
も
よ
り
大
き
な
も
の
に
な
り
う
る
の
だ
。
こ
う
し
て
人
び
と
は
自
分
の
手
腕
を
、
自
分
の
判
断
を
信
頼
し
、
主
導
権
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
…
…〈
中
略
〉…
…
復
讐
を
強
く
望
む
あ
ま
り
必
要
と
さ
れ
る
政
治
的
妥
協
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
相
互
信
頼
は
政
治
的
行
為
の
基
本
的
条
件
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ど
う
し
た
わ
け
か
相
互
信
頼
は
、
専
政
を
し
く
国
々
よ
り
も
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
国
家
の
ほ
う
に
よ
り
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ク
リ
ッ
ク
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
一
は
じ
め
に
中
国
は
、
一
九
七
八
年
の
改
革
開
放
決
定
後
の
市
場
経
済
化
へ
の
移
行
期
を
経
て
、
一
九
九
二
年
に
は
「
社
会
主
義
市
場
経
済
」
政
策
に
よ
る
再
度
の
改
革
開
放
を
テ
コ
に
さ
ら
な
る
経
済
成
長
を
達
成
し
た
。
改
革
開
放
決
定
後
、
低
迷
す
る
国
有
企
業
に
代
わ
り
、
私
営
経
済
が
台
頭
し
、
党
（
国
家
）
を
支
え
る
存
在
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。
一
党
政
治
体
制
と
市
場
経
済
化
の
接
合
の
諸
矛
盾
は
、
結
果
と
し
て
市
場
に
依
拠
す
る
市
民
社
会
の
萌
芽
を
芽
生
え
さ
せ
た
。
人
民
公
社
が
廃
止
さ
れ
「
郷
（
鎮
）
政
府
が
復
活
す
る
と
、
人
民
代
表
の
直
接
制
度
も
設
け
ら
れ
、
一
九
八
〇
年
代
末
に
は
、
農
村
幹
部
の
腐
敗
を
防
止
し
農
民
の
不
満
を
緩
和
す
る
た
め
、
農
村
の
自
（
１
）
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治
組
織
で
あ
る
村
民
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を
村
民
自
身
が
選
ぶ
選
挙
が
始
ま
っ
た
」。
一
九
八
九
年
四
月
に
は
、
北
京
で
学
生
を
中
心
と
し
た
大
規
模
な
民
主
化
要
求
の
街
頭
デ
モ
、
天
安
門
事
件
が
起
こ
り
、
知
識
人
の
一
部
や
都
市
民
衆
も
支
持
し
た
。
中
国
の
碩
学
汪睴
は
、
そ
の
天
安
門
事
件
以
降
の
中
国
の
変
化
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
一
九
八
九
年
の
社
会
運
動
は
大
衆
参
加
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
社
会
─
国
家
間
の
有
機
的
な
相
互
作
用
を
促
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
一
九
八
九
年
以
後
に
、
社
会
─
国
家
の
相
互
作
用
モ
デ
ル
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
の
は
、
市
場
─
国
家
の
相
互
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
っ
た
。『
新
自
由
主
義
』
の
議
論
の
中
で
、
社
会
と
い
う
概
念
は
次
第
に
市
場
と
い
う
概
念
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
国
家
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
変
革
と
法
律
体
系
の
転
換
を
促
す
基
本
的
な
原
動
力
は
も
は
や
『
社
会
』
あ
る
い
は
『
大
衆
』
で
は
な
く
、
国
内
市
場
と
国
際
市
場
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
『
政
治
』
自
体
の
含
意
が
重
大
な
変
化
を
起
こ
し
た
。
国
家
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
維
持
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ル
ー
ル
に
し
た
が
っ
て
法
律
体
系
を
再
構
築
す
る
主
要
な
執
行
者
と
な
っ
た
」。
自
己
否
定
す
る
社
会
主
義
の
中
で
出
現
し
た
、
外
資
が
集
中
す
る
中
国
沿
岸
部
と
そ
こ
へ
安
い
労
働
者
や
原
料
を
供
給
す
る
内
陸
部
の
対
立
を
、
ア
メ
リ
カ
の
急
進
的
社
会
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ペ
ト
ラ
ス
は
「
二
つ
の
中
国
」
と
呼
ぶ
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
の
中
国
で
は
、
資
本
の
蓄
積
・
利
殖
・
分
配
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
が
、
外
国
人
資
本
家
や
国
内
資
本
家
、
中
国
の
国
家
指
導
者
や
そ
の
一
族
と
い
っ
た
極
め
て
限
ら
れ
た
階
級
に
偏
り
、「
権
力
、
富
、
所
有
権
、
国
の
信
用
貸
付
、
契
約
、
許
可
、
奨
励
金
、
土
地
の
利
権
な
ど
に
お
け
る
極
端
な
階
級
格
差
は
、『
中
国
』
の
投
資
や
成
長
と
い
っ
た
話
題
に
よ
っ
て
掻
き
消
さ
れ
て
い
る
」
と
現
状
に
手
厳
し
い
。
社
会
の
存
在
様
式
は
、
合
理
化
（
官
僚
主
義
的
側
面
）、
代
表
と
参
加
（
民
主
主
義
的
側
面
）、
蓄
積
（
資
本
主
義
的
側
面
）
と
い
っ
た
諸
機
能
の
結
合
が
独
自
な
形
を
与
え
る
国
家
機
構
・
政
治
社
会
・
市
民
社
会
・
企
業
経
済
の
相
互
規
制
の
構
造
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
中
国
を
初
め
と
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
、
あ
る
い
は
他
の
発
展
途
上
に
あ
る
国
々
に
お
け
る
民
主
化
努
力
は
、
国
家
機
構
の
排
他
性
に
対
抗
す
る
社
会
運
動
、
学
生
、
野
党
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
社
会
組
織
、
非
営
利
団
体
な
ど
を
中
心
と
し
た
包
括
的
な
〈
代
表
（
２
）
（
３
）
（
４
）
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と
参
加
〉
ル
ー
ト
の
開
発
で
あ
り
、
政
治
社
会
の
多
元
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。「
合
理
化
」
と
「
蓄
積
」
を
優
先
し
て
き
た
専
政
的
な
開
発
型
権
威
主
義
体
制
の
民
主
化
へ
の
移
行
は
、〈
代
表
と
参
加
〉
の
契
機
が
埋
め
込
ま
れ
た
市
民
社
会
の
質
と
力
量
を
試
す
。
「
伝
来
的
社
会
が
し
っ
か
り
と
し
た
新
し
い
社
会
─
経
済
的
な
集
団
形
成
へ
発
展
的
に
分
化
し
て
い
く
過
程
が
先
行
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
い
ま
急
速
な
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
も
た
ら
し
た
不
均
衡
な
社
会
・
経
済
発
展
（
台
頭
す
る
都
市
中
間
層
と
都
市
周
縁
・
農
村
の
貧
困
の
並
存
、「
二
つ
の
中
国
」
現
象
）
へ
の
不
満
や
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ギ
デ
ン
ズ
、
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ
ク
ら
が
注
視
す
る
再
帰
的
近
代
化
が
生
み
出
す〈
脱
包
埋
〉に
よ
る〈
デ
ィ
ス
エ
ン
ベ
デ
ィ
ッ
ド
ネ
ス
非ノン─・
場
所
〉の
心
理
＝
社
会
様
式
を
も
増
幅
さ
せ
て
プ
レ
ー
ス
い
る
。
本
稿
で
は
、
国
家
機
構
・
政
治
社
会
・
企
業
経
済
と
相
互
浸
透
し
合
う
市
民
社
会
に
「
社
会
資
本
（socialcapital
）」、「
信
頼
（trust
）」
概
念
を
照
射
し
、
併
せ
て
民
主
主
義
の
諸
属
性
（
代
表
性
、
正
当
性
、
応
答
性
）
間
の
〈
結
び
の
型
〉
の
理
解
に
意
を
用
い
つ
つ
、
ア
ジ
ア
諸
国
を
含
め
て
広
く
民
主
化
、
民
主
主
義
を
考
え
る
上
で
有
益
と
考
え
る
比
較
政
治
学
的
分
析
フ
レ
ー
ム
を
提
示
す
る
一
試
論
で
あ
る
。
主
に
社
会
学
者
（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ル
マ
ン
、
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
ら
）
が
使
用
し
て
き
た
「
社
会
資
本
」
概
念
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
の
二
著
、Making
Democracy
Work:Civic
Traditions
in
Modern
Italy
（Princeton,N.J.:Princeton
University
Press,1993
）［
河
田
潤
一
訳
『
哲
学
す
る
民
主
主
義
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
〇
一
年
］、
BowlingAlone:TheCollapseand
RevivalofAmerican
Communiy
（New
York:Simon
&
Schuster,2000
）［
柴
内
康
文
訳
『
孤
独
な
ボ
ウ
リ
ン
グ
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
六
年
］
に
よ
っ
て
多
く
の
学
問
領
域
で
頻
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
前
者
は
、
中
国
で
も
既
に
、
海
外
の
最
新
の
人
文
・
社
会
科
学
の
紹
介
を
通
じ
て
国
が
抱
え
る
諸
問
題
を
考
察
す
る
視
野
の
拡
大
と
世
界
と
の
対
話
の
促
進
を
期
す
る
「
当
代
西
方
主
流
学
术
名
著
译
丛
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
５
）
（
６
）
（
７
）
（
８
）
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「
信
頼
」
は
「
社
会
資
本
」
の
一
属
性
と
考
え
ら
れ
、
世
論
調
査
が
計
測
す
る
「
信
頼
／
不
信
」
よ
り
も
歴
史
的
・
関
係
的
次
元
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
次
元
を
い
ま
一
度
確
認
す
る
た
め
に
も
、
パ
ッ
ト
ナ
ム
、
特
にMakingDemocracyWork
（1993
）
以
前
・
以
後
の
「
社
会
資
本
」、「
信
頼
」
を
め
ぐ
る
主
要
な
議
論
を
整
理
し
、
そ
う
し
た
作
業
を
通
じ
てsocial
次
元
を
political
次
元
（
政
治
信
頼
、
民
主
主
義
の
様
態
）
に
接
合
す
る
論
理
と
構
造
を
、
主
に
ア
ジ
ア
（
諸
国
）
を
念
頭
に
入
れ
つ
つ
比
較
政
治
学
的
に
探
り
た
い
。
二
社
会
的
交
換
と
社
会
＝
政
治
関
係
ポ
リ
ア
ー
キ
ー
体
制
下
で
は
、
選
挙
主
義
が
与
党
・
野
党
の
政
権
を
め
ぐ
る
競
争
と
し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
民
主
化
途
上
の
国
々
で
は
、
選
挙
が
形
式
的
・
儀
式
的
と
な
り
や
す
く
、
選
挙
制
度
を
含
め
た
憲
法
構
造
自
体
が
国
家
と
社
会
に
厳
し
い
緊
張
を
生
み
出
す
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
例
え
ば
、
韓
国
で
は
、
強
い
地
域
主
義
が
選
挙
を
通
し
て
政
府
人
事
ま
で
左
右
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
（
特
に
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
で
は
、
か
つ
て
よ
り
Ｐ
Ｃ
Ｒ
（Patron
［
以
下
、
Ｐ
］-Client
［
以
下
、
Ｃ
］Relationship
）
が
政
党
や
政
府
の
政
策
を
情
実
化
す
る
の
に
手
を
貸
し
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
貧
困
大
衆
層
が
統
合
的
リ
ー
ダ
ー
に
動
員
さ
れ
る
人
格
政
治
も
繰
り
返
し
目
撃
さ
れ
て
き
た
。
疎
外
的
不
信
を
募
ら
せ
る
反
体
制
的
な
宗
教
的
・
民
族
主
義
運
動
、
小
政
党
が
周
辺
部
に
蝟
集
し
て
い
る
国
も
少
な
く
な
い
。
伝
統
・
近
代
・
後
期
近
代
が
矛
盾
的
に
混
淆
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
、
民
主
化
途
上
に
あ
る
国
々
に
お
け
る
〈
代
表
と
参
加
〉
過
程
、
市
民
社
会
と
政
治
社
会
の
接
合
様
式
を
考
察
す
る
手
掛
か
り
を
、
本
稿
で
は
イ
タ
リ
ア
の
政
治
学
者
ル
イ
ジ
・
グ
ラ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
社
会
的
交
換
論
に
基
づ
く
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
論
を
引
照
し
つ
つ
考
え
た
い
。
グ
ラ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
は
、ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ（PeterM.Blau
）のExchangeand
Powerin
SocialLife
（New
York:John （９）
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Wiley
&
Sons,1964
）［
間
場
寿
一
・
居
安
正
・
塩
原
勉
訳
『
交
換
と
権
力
』
新
曜
社
、
一
九
七
四
年
］
の
交
換
理
論
に
依
拠
し
て
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
を
対
関
係
的
直
接
的
交
換
の
一
種
と
し
て
図
１
を
得
る
。
ブ
ラ
ウ
は
、
結
合
へ
の
参
加
者
に
よ
っ
て
そ
れ
自
体
が
目
的
と
み
な
さ
れ
る
結
合
と
、
も
っ
と
先
に
あ
る
目
的
の
た
め
の
手
段
と
み
な
さ
れ
る
結
合
と
は
基
本
的
に
異
な
る
、
と
の
認
識
を
示
す
。
グ
ラ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
は
、
ブ
ラ
ウ
の
い
う
前
者
、
即
ち
原
理
上
そ
の
利
益
を
獲
得
す
る
結
合
と
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
利
益
（
＝
内
部
的
［intrinsic
］
利
益
）
に
基
づ
く
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
、
後
者
、
即
ち
結
合
自
体
か
ら
切
り
離
し
う
る
利
益
（
＝
外
部
的
［extrinsic
］
利
益
）
に
基
づ
く
「
交
換
」
を
社
会
的
交
換
と
し
て
対
置
す
る
。
さ
ら
に
グ
ラ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
は
、
社
会
的
交
換
の
概
念
か
ら
「
表
出
的
友
誼
関
係
」
と
「
価
値
合
理
的
行
為
」
を
排
除
し
、
そ
の
上
で
社
会
的
交
換
を
直
接
的
交
換
と
間
接
的
交
換
に
区
別
す
る
。
前
者
は
、
彼
に
よ
れ
ば
「
即
時
的
、
個
別
的
、
優
れ
て
物
質
的
な
報
酬
の
交
換
を
碇
泊
点
と
し
」、従
属
者
は「
優
位
者
の
命
令
に
従
い
、活
動
家
は
彼
ら
の
権
威
当
局
も
し
く
は
リ
ー
ダ
ー
か
ら
直
接
受
け
取
る
サ
ー
ビ
ス
と
引
き
換
え
に
そ
の
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
に
従
う
」。
こ
れ
に
対
し
て
、間
接
的
交
換
は「
水
平
的
制
御
に
基
づ
き
、こ
の
制
御
は
、
従
属
者
（
も
し
く
は
集
団
の
諸
成
員
）
自
体
が
支
配
す
る
。
従
属
者
は
、
集
合
の
福
祉
へ
の
貢
献
と
引
き
換
え
に
、
優
位
者
の
命
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図１ 社会的交換とクライエンテリズム
??
???????
???????
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????
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???????
??????
?????
?????????
令
に
集
合
的
な
服
従
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
」。
（
１
）
道
徳
以
前
の
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
（amoralclientelism
）
ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
（Edward
C.Banfield
）
の
古
典
的
著
作TheMoralBasisofa
Backward
Society
（New
York:Free
Press,1958
）
は
、
南
部
イ
タ
リ
ア
の
ル
カ
ニ
ア
県
（
バ
シ
リ
カ
ー
タ
州
）
に
位
置
す
る
人
口
約
三
四
〇
〇
ほ
ど
の
小
村
モ
ン
テ
グ
ラ
ー
ノ
（Montegrano
）
で
の
九
ヶ
月
（
一
九
五
四
─
五
五
年
）
に
及
ぶ
参
与
観
察
に
基
づ
い
た
南
部
イ
タ
リ
ア
の
民
俗
誌
的
研
究
で
あ
る
。
面
接
調
査
、
課
題
統
覚
検
査
を
通
し
て
バ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
こ
の
地
域
を
「
道
徳
以
前
の
家
族
主
義
（amoralfamilism
）」
に
よ
っ
て
自
縛
さ
れ
た
自
発
的
結
社
を
知
ら
な
い
社
会
で
あ
る
、と
観
察
し
た
。
彼
は
、「
道
徳
以
前
の
家
族
主
義
」の
特
徴
と
し
て
以
下
の
一
七
点
を
挙
げ
て
い
る
。
⑴
道
徳
以
前
の
家
族
主
義
者
の
社
会
で
は
、
私
的
な
利
益
と
な
ら
な
い
限
り
、
集
団
や
共
同
体
の
利
益
を
促
進
し
よ
う
と
望
む
者
な
ど
誰
も
い
な
い
。
⑵
道
徳
以
前
の
家
族
主
義
者
の
社
会
で
は
、
役
人
し
か
公
的
な
事
柄
に
関
心
を
持
た
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
う
す
る
こ
と
で
収
入
を
得
て
い
る
の
が
彼
ら
だ
け
だ
か
ら
だ
。
民
間
人
に
と
っ
て
、
公
的
な
問
題
に
ま
じ
め
な
関
心
を
持
つ
こ
と
は
、
常
軌
を
逸
し
た
、
不
適
切
で
さ
え
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
⑶
道
徳
以
前
の
家
族
主
義
の
社
会
で
は
、
役
人
に
対
す
る
監
視
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
役
人
に
対
す
る
監
視
は
、
他
の
役
人
の
仕
事
だ
か
ら
で
あ
る
。 （
）
１０
（
）
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⑷
組
織
（
例
え
ば
、
意
図
的
に
一
致
団
結
し
た
活
動
）
を
結
成
し
維
持
す
る
の
は
極
め
て
難
し
い
。
⑸
役
人
は
、
組
織
の
目
標
に
一
体
感
を
有
し
て
い
な
い
の
で
、
自
分
の
身
分
を
守
る
た
め
、
あ
る
い
は
（
可
能
な
範
囲
で
）
昇
進
を
実
現
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
以
上
は
働
か
な
い
。
⑹
法
律
は
、
な
に
も
処
罰
を
恐
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
無
視
さ
れ
よ
う
。
⑺
役
人
は
、
軽
い
罰
で
済
み
そ
う
な
時
に
は
賄
賂
を
受
け
取
る
。
し
か
し
、
賄
賂
を
受
け
取
ろ
う
が
受
け
取
る
ま
い
が
、
彼
は
受
け
取
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。
⑻
弱
者
は
、
力
ず
く
で
秩
序
を
維
持
す
る
体
制
を
好
む
。
⑼
私
的
利
益
よ
り
も
公
的
利
益
に
対
す
る
熱
意
に
導
か
れ
て
い
る
と
い
う
主
張
は
、
そ
れ
が
人
で
あ
れ
制
度
で
あ
れ
、
一
切
が
ぺ
て
ん
師
だ
と
見
な
さ
れ
る
。
⑽
日
常
生
活
に
お
け
る
普
段
の
関
係
で
は
、
抽
象
的
な
政
治
原
理
（
例
え
ば
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
と
具
体
的
な
行
動
と
の
関
係
は
な
い
。
⑾
リ
ー
ダ
ー
も
い
な
け
れ
ば
、
フ
ォ
ロ
ア
ー
も
い
な
い
。
⑿
道
徳
以
前
の
家
族
主
義
者
は
、
短
期
的
な
最
大
の
物
質
的
利
得
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
投
票
を
利
用
す
る
。
⒀
道
徳
以
前
の
家
族
主
義
者
は
、
彼
や
彼
の
共
同
体
が
利
得
を
共
有
し
そ
う
な
限
り
、
共
同
体
に
集
ま
る
利
得
を
評
価
す
る
。
⒁
投
票
者
は
、
政
党
の
約
束
に
は
ほ
と
ん
ど
信
頼
を
置
か
な
い
。
⒂
ど
の
集
団
が
政
権
を
担
っ
て
い
よ
う
と
も
、
政
権
に
あ
る
集
団
は
、
身
勝
手
で
腐
敗
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。
⒃
投
票
者
は
票
を
い
と
わ
ず
に
売
ろ
う
と
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
強
大
な
、
あ
る
い
は
安
定
し
た
政
治
マ
シ
ー
ン
は
存
在
し
な
い
。
⒄
政
党
運
動
員
は
、
彼
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
最
も
高
い
値
を
つ
け
る
人
に
売
る
。
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村
民
は
、
貧
困
ゆ
え
に
、
自
分
の
家
族
の
物
質
的
、
目
先
的
利
益
を
最
大
化
し
よ
う
と
し
、
他
人
も
同
様
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
と
の
確
信
に
よ
っ
て
自
己
の
行
動
原
理
を
正
当
化
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
核
家
族
の
物
質
的
な
目
先
の
利
益
を
最
大
に
せ
よ
。
他
の
誰
も
が
同
じ
よ
う
に
行
動
す
る
と
考
え
よ
」
と
の
信
念
が
、
共
同
体
意
識
、
市
民
文
化
の
形
成
を
容
易
な
ら
ざ
る
も
の
と
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
村
人
に
と
っ
て
の
政
治
的
認
知
と
関
与
は
、
核
家
族
の
範
囲
を
出
る
こ
と
は
な
い
。
彼
ら
は
、
公
共
問
題
に
関
心
を
持
た
ず
、
公
官
吏
に
対
す
る
監
視
は
住
民
で
は
な
く
他
の
公
官
吏
の
仕
事
と
考
え
る
。「
政
治
」は
彼
ら
に
と
っ
て
は
、本
質
的
に
腐
敗
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
公
的
諸
問
題
を
民
主
的
・
集
合
的
に
解
決
す
る
力
も
刺
激
も
持
つ
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
比
較
的
救
い
難
い
政
治
的
疎
外
、
社
会
的
孤
立
、
不
信
」
を
イ
タ
リ
ア
（
特
に
南
部
）
の
政
治
文
化
で
あ
る
と
す
る
研
究
は
、
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
タ
リ
ア
・
西
ド
イ
ツ
・
メ
キ
シ
コ
の
政
治
文
化
の
比
較
研
究
、GabrielA.Almond
and
Sidney
Verba,The
Civic
Culture:PoliticalAttitudesand
Democracy
in
Five
Nations
（Princeton,NJ:Princeton
University
Press,1963
）［
石
川
一
雄
・
片
岡
寛
光
・
木
村
修
三
・
深
谷
満
雄
訳
『
現
代
市
民
の
政
治
文
化
』
勁
草
書
房
、
一
九
七
四
年
］
で
も
示
さ
れ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
人
の
市
民
的
有
力
感
、
市
民
的
協
同
能
力
は
低
い
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
２
）
市
民
共
同
体
（civiccommunity
）
イ
タ
リ
ア
と
対
比
的
に
、
ア
ー
モ
ン
ド
と
ヴ
ァ
ー
バ
のTheCivicCulture
（1963
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
政
治
文
化
を
市
民
文
化
で
あ
る
、
と
い
う
。
同
様
の
診
断
は
、
バ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
が
南
部
イ
タ
リ
ア
と
並
行
し
て
調
査
し
て
い
た
米
国
ユ
タ
州
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
（SaintGeorge
）
で
確
認
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
に
代
表
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
社
会
は
、
交
際
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
、
市
民
化
し
た
開
明
的
利
己
心
（enlightened
self-interest
）
を
埋
め
込
ん
（
）
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だ
市
民
共
同
体
で
あ
る
、
と
の
診
断
で
あ
っ
た
。
そ
の
市
民
共
同
体
を
イ
タ
リ
ア
北
・
中
部
に
発
見
し
た
の
が
パ
ッ
ト
ナ
ム
のMakingDemocracyWork
（1993
）
で
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
で
一
九
七
〇
年
に
実
現
し
た
地
方
制
度
改
革
が
、
各
地
域
の
州
政
府
の
「
制
度
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
。
よ
り
一
般
的
に
は
民
主
主
義
が
う
ま
く
機
能
す
る
条
件
が
何
か
を
見
極
め
よ
う
と
し
た
同
書
は
、「
制
度
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
に
は
南
北
で
大
き
な
格
差
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、
州
政
府
に
内
属
的
な
要
因
で
あ
る
職
員
安
定
度
や
統
治
政
党
の
色
、
さ
ら
に
は
外
属
的
要
因
と
し
て
の
地
域
の
都
市
化
や
教
育
レ
ベ
ル
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
硬
直
度
、
工
業
化
や
公
衆
衛
生
の
普
及
と
い
っ
た
経
済
的
近
代
化
水
準
と
ほ
と
ん
ど
関
係
な
く
、《
市
民
共
同
体
》
度
と
こ
そ
最
も
強
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
自
発
的
結
社
が
根
を
張
り
、
市
民
が
様
々
な
分
野
で
活
発
に
活
動
し
、
水
平
的
で
平
等
主
義
的
な
政
治
を
旨
と
し
て
い
る
地
域
で
制
度
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
高
い
の
で
あ
る
。《
市
民
共
同
体
》度
と
制
度
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
見
事
な
ま
で
に
緯
度
に
比
例
し
て
お
り
、高
い
《
市
民
共
同
体
》
度
＝
市
民
文
化
と
経
済
的
豊
か
さ
を
備
え
た
北
部
と
、
相
対
的
な
貧
困
と
経
済
的
な
後
進
性
を
持
つ
南
部
と
い
う
対
比
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
北
・
中
部
の
住
民
は
、
公
的
争
点
に
関
心
を
寄
せ
る
情
実
政
治
に
は
関
心
が
な
い
。
彼
ら
は
お
互
い
に
信
頼
し
合
い
、
そ
の
結
果
、
公
正
に
行
動
し
法
律
に
も
従
う
。
こ
れ
ら
の
共
同
体
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
清
廉
で
政
治
的
平
等
に
熱
心
で
も
あ
る
。
社
会
的
・
政
治
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
組
織
化
は
、
水
平
的
に
な
さ
れ
垂
直
的
に
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
市
民
共
同
体
で
は
、
自
発
的
組
織
が
地
域
に
根
を
張
り
、
市
民
が
様
々
な
分
野
で
活
発
に
活
動
す
る
、
グ
ラ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
が
い
う
「
間
接
的
交
換
」
を
軸
に
人
間
関
係
が
展
開
す
る
平
等
主
義
が
支
配
す
る
。
一
方
、貧
困
と
経
済
的
後
進
性
を
引
き
ず
る
イ
タ
リ
ア
南
部
で
は
、「
道
徳
以
前
の
家
族
主
義
」に
牽
引
さ
れ
る
恩
顧
＝
庇
護
主
義
的
（
）
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交
換
が
支
配
的
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
同
地
域
で
は
、「
市
民
」
概
念
そ
の
も
の
の
発
達
が
阻
害
さ
れ
て
お
り
、
社
会
的
・
文
化
的
な
結
社
組
織
へ
の
積
極
的
な
参
加
は
乏
し
い
。
こ
の
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
公
的
な
諸
問
題
は
、
誰
か
他
の
連
中
─
名
望
家
、
ボ
ス
、
政
治
家
の
手
合
い
─
が
勝
手
に
や
れ
ば
い
い
仕
事
で
、自
分
た
ち
の
仕
事
で
は
な
い
の
で
あ
る
。法
律（
ほ
ぼ
全
員
が
承
認
し
た
法
律
）
も
破
ら
れ
る
た
め
に
制
定
さ
れ
る
。
こ
の
地
の
代
議
政
府
が
、
北
・
中
部
の
よ
り
市
民
的
な
共
同
体
の
政
府
と
比
べ
る
と
有
効
で
な
く
て
も
何
ら
不
思
議
は
な
い
の
で
あ
る
。
（
３
）
有
徳
な
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
（virtuousclientelism
）
イ
タ
リ
ア
の
政
治
学
者
シ
モ
ー
ナ
・
ピ
ア
ッ
ト
ー
ニ
のIlClientelismo:L’Italia
in
prospettiva
comparata
（Roma:
Caroccieditore,2005
）
は
、
Ｐ
、
Ｃ
の
戦
略
的
意
図
の
相
互
作
用
と
し
て
の
「
政
治
」
を
重
視
し
、
バ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ア
ー
モ
ン
ド
と
ヴ
ァ
ー
バ
、
パ
ッ
ト
ナ
ム
ら
構
造
・
文
化
重
視
派
が
一
括
し
た
南
部
イ
タ
リ
ア
の
政
治
社
会
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
ピ
ア
ッ
ト
ー
ニ
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
所
得
・
工
業
化
水
準
で
ほ
ぼ
同
程
度
の
発
展
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
二
つ
の
州
、
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ
と
プ
ー
リ
ア
を
対
象
に
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ
が
競
り
勝
つ
に
至
っ
た
理
由
を
知
ろ
う
と
し
た
。
調
査
を
分
析
し
た
結
果
、
彼
女
は
、
そ
の
理
由
が
地
方
政
治
（
家
）
の
恩
顧
＝
庇
護
政
治
戦
略
の
違
い
に
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ
で
は
、
政
治
家
（
Ｐ
）
が
凝
集
的
、
競
争
的
で
選
挙
民
（
Ｃ
）
も
強
く
、「
道
徳
以
前
の
家
族
主
義
」
で
は
成
立
し
な
い
地
元
志
向
の
非
分
割
的
「
ポ
ー
ク
バ
レ
ル
」
型
便
益
を
資
源
と
し
た
「
社
会
契
約
的
」
交
換
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
な
り
に
「
徳
深
い
（virtuous
）」
の
で
「
有
徳
な
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
（clientelismo
virtuoso
）」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ
で
は
、
競
争
的
な
環
境
下
で
「
凝
集
的
な
Ｐ
は
、
そ
の
地
位
を
保
持
す
る
た
め
に
」
中
央
か
ら
資
源
を
引
き
出
し
、
そ
れ
ら
を
効
果
的
に
地
元
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に
分
配
で
き
た
の
に
対
し
て
、
プ
ー
リ
ア
で
は
、
凝
集
性
が
低
い
Ｐ
の
バ
ラ
バ
ラ
な
存
在
と
弱
い
Ｃ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
Ｐ
は
中
央
か
ら
同
様
の
資
源
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
従
っ
て
地
元
に
適
当
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
分
配
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（「
無
能
な
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
（clientelismo
inefficace
）」）。
ピ
ア
ッ
ト
ー
ニ
は
、「
私
的
領
域
に
一
般
的
な
対
構
造
以
外
に
、公
的
関
係
の
領
域
で
行
動
を
即
時
的
報
酬
で
は
な
く
、先
に
あ
る
報
酬
と
一
般
的
原
則
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
集
合
的
構
造
」
の
創
出
条
件
を
「
政
治
」
作
用
に
求
め
、「
政
治
」
が
可
能
と
す
る
経
済
発
展
が
地
元
の
共
同
体
意
識
を
高
め
、「
よ
り『
市
民
的
』な
政
治
が
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
に
と
っ
て
代
わ
る
」道
筋
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
ピ
ア
ッ
ト
ー
ニ
は
、
イ
タ
リ
ア
の
南
・
南
比
較
を
通
し
て
「
政
治
」
作
用
に
、「
道
徳
以
前
の
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
」
が
間
接
的
交
換
を
主
軸
と
し
た
「
市
民
共
同
体
」
へ
と
変
化
す
る
動
力
を
見
出
し
た
。
そ
の
ピ
ア
ッ
ト
ー
ニ
が
「
政
治
」
の
軽
視
と
い
う
点
で
、
バ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ア
ー
モ
ン
ド
と
ヴ
ァ
ー
バ
と
同
系
と
し
た
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、
ゲ
ー
ム
理
論
を
イ
タ
リ
ア
史
に
適
用
す
る
こ
と
で
、
北
・
中
部
の
「
市
民
的
」
な
社
会
へ
の
、
そ
し
て
南
部
の
「
非
市
民
的
」
社
会
へ
の
分
岐
を
「
経
路
依
存
」
的
に
分
析
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
パ
ッ
ト
ナ
ム
の
「
社
会
資
本
」
概
念
は
、
こ
う
し
た
作
業
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
三
社
会
資
本
（
１
）
パ
ッ
ト
ナ
ム
の
「
社
会
資
本
」
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、「
社
会
資
本
」
を
「
調
整
さ
れ
た
諸
活
動
を
活
発
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
の
効
率
性
を
改
善
で
き
る
、
信
頼
、
規
範
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
社
会
組
織
の
特
徴
」
と
定
義
す
る
。
あ
る
地
域
な
い
し
共
同
体
に
お
け
る
社
会
資
本
の
蓄
積
の
多
寡
は
、「
集
合
行
為
の
ジ
レ
ン
マ
」
の
解
決
様
式
を
決
め
、
そ
こ
で
の
社
会
運
営
の
効
率
性
を
左
右
す
る
。
（
）
１４
（
）
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パ
ッ
ト
ナ
ム
に
よ
る
と
、
イ
タ
リ
ア
北
・
中
部
は
、
野
蛮
状
態
か
ら
水
平
的
な
協
力
に
活
路
を
見
出
し
、
自
発
的
な
契
約
観
念
や
相
互
信
頼
に
よ
っ
て
協
同
や
市
民
的
連
帯
を
可
能
と
す
る
社
会
資
本
を
形
成
・
蓄
積
し
て
き
た
。
長
い
歴
史
を
か
け
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
勁
い
市
民
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
人
々
の
間
に
互
酬
性
の
規
範
、
相
互
信
頼
を
生
み
、
彼
ら
の
間
の
自
発
的
協
力
を
促
進
し
、
社
会
の
、
ひ
い
て
は
経
済
的
な
効
率
も
上
が
る
。
一
方
、
イ
タ
リ
ア
南
部
は
、
搾
取
と
隷
属
の
支
配
す
る
中
、
家
族
と
力
の
み
に
依
存
す
る
垂
直
的
＝
私
的
従
属
関
係
を
発
達
さ
せ
、
中
世
以
来
長
き
に
わ
た
っ
て
第
三
者
執
行
に
よ
る
秩
序
維
持
を
甘
受
し
て
き
た
。
マ
フ
ィ
ア
組
織
は
、
そ
う
し
た
「
水
平
的
不
信
と
垂
直
的
搾
取
／
従
属
の
パ
タ
ー
ン
」
の
代
表
な
の
で
あ
る
。
パ
ッ
ト
ナ
ム
の
「
社
会
資
本
」
論
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
（Alexisde
Tocqueville
）
の
「
自
発
的
結
社
の
科
学
」
や
、
ア
ー
モ
ン
ド
と
ヴ
ァ
ー
バ
の
「
市
民
的
協
同
（civiccooperation
）」
概
念
に
影
響
を
受
け
、「
市
民
的
徳
」（
公
的
問
題
へ
の
積
極
的
関
与
）、
平
等
者
に
よ
る
互
酬
性
の
規
範
、
相
互
信
頼
、
相
互
協
力
に
基
づ
く
自
治
と
友
愛
を
取
り
込
ん
だ
規
範
的
な
「
市
民
文
化
」
論
と
も
な
っ
て
い
る
。
（
２
）
パ
ッ
ト
ナ
ム
周
辺
─
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ル
マ
ン
と
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
ー
ピ
ア
ー
ノ
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
「
社
会
資
本
」
は
、
信
頼
や
互
酬
性
の
規
範
と
い
っ
た
概
念
よ
り
も
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
人
々
が
活
動
す
る
た
め
に
利
用
す
る
、
よ
り
実
体
の
あ
る
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
資
源
を
指
し
、
そ
の
恩
恵
は
個
人
や
そ
の
家
族
に
生
じ
、
パ
ッ
ト
ナ
ム
の
よ
う
に
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
も
含
め
た
地
域
全
体
に
広
が
る
も
の
と
は
考
え
な
い
、
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
視
点
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ル
マ
ン
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。
コ
ー
ル
マ
ン
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
と
も
に
、
学
校
・
学
力
格
差
の
要
因
を
探
る
研
究
か
ら
「
社
会
資
本
」
（
）
１６
（
）
１７
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概
念
を
導
出
し
た
点
も
似
て
い
る
。
⑴
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ル
マ
ン
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ル
マ
ン
（JamesS.Coleman
）
は
、
三
次
に
わ
た
る
連
邦
政
府
の
大
規
模
な
調
査
を
通
じ
て
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
初
等
・
中
等
教
育
の
補
償
教
育
、
人
種
統
合
教
育
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
の
社
会
学
者
コ
ー
ル
マ
ン
（
一
九
七
三
年
に
シ
カ
ゴ
大
学
に
移
籍
）
ら
が
公
民
権
法
第
四
〇
二
条
に
基
づ
い
て
行
っ
た
連
邦
政
府
の
調
査
レ
ポ
ー
ト
、
通
称
「
コ
ー
ル
マ
ン
第
一
報
告
書
（JamesS.Coleman
and
Others,Equality
ofEducationalOpportunities,Washington
D.C.:U.S.GovernmentPrinting
Office,1966
）
は
、
教
育
の
機
会
均
等
に
関
す
る
大
規
模
な
社
会
調
査
（
四
千
校
、
六
〇
万
人
の
生
徒
を
対
象
）
の
報
告
書
で
あ
り
、
人
々
の
関
心
を
避
け
る
た
め
に
一
九
六
六
年
七
月
の
独
立
記
念
日
の
休
み
の
週
末
に
発
表
さ
れ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
同
報
告
書
は
、
生
徒
間
の
学
業
成
績
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
、
通
学
す
る
学
校
の
物
的
資
源
（「
ク
ラ
ス
の
規
模
」「
生
徒
一
人
当
た
り
の
支
出
額
」「
教
師
と
生
徒
の
比
率
」「
教
師
の
賃
金
」
等
）
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
よ
り
も
生
徒
の
家
庭
や
友
人
と
い
っ
た
家
族
的
背
景
が
決
定
因
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
同
報
告
書
は
、
公
立
学
校
が
教
育
の
機
会
均
等
を
も
た
ら
す
の
に
は
効
果
的
で
は
な
い
、
と
主
張
し
つ
つ
も
、
生
徒
集
団
の
特
性
、
特
に
学
級
の
白
人
生
徒
比
率
と
い
っ
た
教
育
現
場
で
の
要
因
が
黒
人
の
学
業
成
績
に
強
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
前
者
の
認
識
は
、
初
等
・
中
等
教
育
の
補
償
教
育
の
促
進
に
資
し
、
ま
た
後
者
の
議
論
、
即
ち
黒
人
生
徒
の
学
業
成
績
の
向
上
は
白
人
が
半
数
を
占
め
る
学
校
へ
の
黒
人
の
通
学
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
と
い
う
人
種
統
合
教
育
を
提
案
に
結
び
つ
い
た
。
た
だ
、
前
者
の
認
識
に
対
し
て
は
、
学
校
が
果
た
す
固
有
の
役
割
の
過
少
評
価
だ
と
の
批
判
が
左
派
革
新
派
か
ら
投
げ
掛
け
ら
れ
、
ま
た
後
者
の
人
種
統
合
政
策
の
効
果
は
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
早
く
現
れ
る
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
（
）
１８
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コ
ー
ル
マ
ン
は
そ
の
後
、
統
合
教
育
（
特
に
、
裁
判
所
が
命
じ
る
強
制
バ
ス
通
学
）
が
、
む
し
ろ
白
人
の
郊
外
へ
の
脱
出
、
都
市
部
の
学
区
の
さ
ら
な
る
人
種
的
別
学
を
も
た
ら
し
、
教
育
資
源
の
平
等
化
が
不
平
等
や
貧
困
の
是
正
の
効
果
を
持
た
な
い
、
と
結
論
づ
け
た
。コ
ー
ル
マ
ン
は
、
人
種
統
合
教
育
の
主
張
を
覆
し
た
と
非
難
さ
れ
た
こ
の
「
第
二
報
告
書
」（
一
九
七
五
年
）
後
の
一
九
八
一
年
に
、
公
立
・
私
立
高
校
を
対
象
に
大
規
模
な
調
査
（
千
校
、
六
万
人
の
生
徒
を
対
象
）
を
実
施
し
た
。
そ
の
報
告
書
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
「
コ
ー
ル
マ
ン
第
三
報
告
書
」（JamesS.Coleman,LongitudinalData
Analysis
（New
York:BasicBooks,1981
）
と
、
そ
れ
に
続
くJames
S.Coleman,Thomas
Hoffer,and
Sally
Kilgore,High
SchoolAchievement:Public,Catholic,
and
PrivateSchoolCompared
（New
York,BasicBooks,1982
）
に
お
い
て
、
公
立
と
私
立
の
学
力
差
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
や
「
と
ん
で
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（unstructured
curriculum
）」
や
「
読
み
書
き
算
盤
」
派
が
重
視
す
る
「
文
化
教
養
」
度
の
せ
い
で
は
な
く
、
両
タ
イ
プ
の
学
校
に
蓄
積
さ
れ
、
生
徒
が
活
用
す
る
「
社
会
資
本
」
の
違
い
に
あ
る
、
と
論
じ
た
。
宗
教
系
私
立
学
校
で
は
、
同
じ
宗
教
組
織
成
員
を
交
差
す
る
多
重
的
関
係
に
基
づ
い
た
世
代
間
閉
鎖
性
が
出
来
上
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
後
押
し
を
す
る
学
校
・
教
職
員
・
親
の
関
与
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
信
頼
と
互
酬
性
の
規
範
が
紡
ぎ
出
す
関
係
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
徒
が
利
用
す
る
こ
と
で
学
習
量
が
増
え
、
良
好
な
学
業
成
績
を
生
み
出
す
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
方
、
地
域
社
会
と
の
接
点
が
最
も
少
な
い
の
は
、「
独
立
系
の
私
立
学
校
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、そ
の
生
徒
全
体
は
単
に
生
徒
の
集
合
に
す
ぎ
ず
、親
同
士
に
何
ら
接
触
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
親
の
多
く
に
と
っ
て
私
立
学
校
を
選
択
す
る
の
は
個
人
主
義
的
な
理
由
か
ら
で
あ
り
、
親
が
ど
ん
な
に
多
く
の
人
的
資
源
を
使
っ
て
子
ど
も
を
支
援
し
た
と
し
て
も
、
子
ど
も
を
社
会
関
係
資
本
の
欠
乏
し
た
学
校
に
送
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
は
違
い
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
手
厳
し
い
。
コ
ー
ル
マ
ン
は「
社
会
資
本
」を
、「
行
為
者
が
自
己
の
利
益
を
達
成
す
る
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
構
造
の
資
源
と
し
（
）
１９（
）
２０
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て
の
価
値
」
だ
と
い
う
。
こ
う
し
た
価
値
を
「
社
会
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
任
意
の
時
点
で
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
未
決
済
の
入
金
伝
票
の
数
は
個
々
の
行
為
者
に
よ
っ
て
異
な
る
」。
そ
の
「
未
決
済
の
義
務
の
程
度
」
は
、
コ
ー
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
、「
義
務
が
報
わ
れ
る
よ
う
な
信
頼
性
の
一
般
的
水
準
に
加
え
、
人
々
が
援
助
に
対
し
て
実
際
に
持
つ
ニ
ー
ズ
の
違
い
、
他
の
援
助
の
源
泉
（
政
府
の
福
祉
サ
ー
ヴ
ィ
ス
）
の
存
在
、（
他
者
か
ら
の
援
助
の
必
要
を
減
ら
す
）
裕
福
さ
の
程
度
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
閉
鎖
の
度
合
い
、
援
助
を
与
え
た
り
求
め
た
り
す
る
傾
向
の
文
化
的
差
異
、
社
会
的
な
接
触
に
よ
る
広
報
支
援
活
動
」
に
左
右
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
社
会
資
本
」
は
、
経
済
的
交
換
で
の
貨
幣
と
は
違
っ
て
社
会
的
交
換
を
通
じ
て
「
未
決
済
の
入
金
伝
票
」
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
。
関
係
を
生
み
だ
す
個
人
と
は
無
関
係
な
、
例
え
ば
構
造
の
よ
う
な
結
合
形
態
を
指
す
社
会
関
係
の
「
創
発
的
特
性
」
へ
の
注
目
は
、
コ
ー
ル
マ
ン
の
初
期
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紛
争
に
関
す
る
研
究
で
あ
るCommunityConflict
（New
York:The
Free
Press,1957
）
な
ど
に
既
に
現
れ
て
い
る
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
学
力
差
を
分
析
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
コ
ー
ル
マ
ン
も
気
づ
い
て
い
た
よ
う
に
、
社
会
的
に
多
元
的
な
社
会
で
、
学
校
も
階
級
、
宗
教
、
民
族
な
ど
の
社
会
的
要
因
に
よ
っ
て
囲
繞
さ
れ
る
社
交
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
重
畳
化
す
る
こ
と
が
多
い
。
⑵
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
「
社
会
資
本
」
を
、
個
人
に
と
っ
て
の
「
相
互
認
識
（
知
り
あ
い
）
と
相
互
承
認
（
認
め
あ
い
）
と
か
ら
な
る
、
多
少
な
り
と
も
制
度
化
さ
れ
た
も
ろ
も
ろ
の
持
続
的
な
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
と
密
接
に
む
す
び
つ
い
て
い
る
、
現
実
的
な
い
し
は
潜
在
的
資
力
の
総
体
」、「
共
通
の
特
性
を
所
有
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
永
続
的
で
役
に
立
つ
結
合
関
係
に
よ
っ
て
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
、
一
集
団
へ
の
所
属
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
資
力
の
総
体
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
。
（
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社
会
資
本
は
、「
あ
る
階
級
や
集
団
に
特
徴
的
な
物
質
的
生
存
条
件
と
か
、社
会
的
に
構
造
化
さ
れ
、あ
る
規
則
性
を
帯
び
た
生
活
諸
条
件
と
か
の
客
観
構
造
」が
生
み
出
す「
心
的
諸
傾
向
の
シ
ス
テ
ム（systèmesde
dispositions
）」＝「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス（habitus
）」
と
結
合
し
や
す
い
。
そ
れ
は
「
も
ろ
も
ろ
の
正
統
的
交
換
を
有
利
に
し
、
非
正
統
的
交
換
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
諸
制
度
の
す
べ
て
に
従
属
」し
て
、「
集
団
の
存
在
と
存
続
に
と
っ
て
ど
の
点
か
ら
み
て
も
ふ
さ
わ
し
く
、可
能
な
限
り
同
質
的
な
諸
個
人
を
、あ
き
ら
か
に
不
作
法
な
や
り
方
で
集
め
つ
つ
、（
ラ
リ
ー
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
狩
猟
、
夜
会
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
と
い
っ
た
）
し
か
る
べ
き
機
会
、
（
上
流
地
域
、
エ
リ
ー
ト
学
校
、
ク
ラ
ブ
な
ど
の
）
場
、（
上
流
ス
ポ
ー
ツ
、
社
交
的
室
内
ゲ
ー
ム
、
文
化
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
の
）
プ
ラ
チ
ッ
ク
」
を
生
み
出
し
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
高
い
「
学
校
死
亡
率
」
を
再
生
産
す
る
の
で
あ
る
。
経
済
資
本
を
諸
資
本
の
根
幹
と
見
る
ブ
ル
デ
ュ
ー
に
と
っ
て
は
、
資
源
と
ア
ク
セ
ス
の
互
恵
的
な
交
換
を
ベ
ー
ス
に
し
た
相
互
認
識
と
承
認
を
め
ぐ
る
社
会
的
投
資
戦
略
が
生
み
出
す
社
会
資
本
は
、
階
級
再
生
産
的
に
蓄
積
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
３
）
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
「
社
会
資
本
」
ナ
ン
・
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
右
に
検
討
し
た
パ
ッ
ト
ナ
ム
、
コ
ー
ル
マ
ン
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
い
ず
れ
も
集
合
財
と
し
て
の
社
会
的
な
関
係
資
本
を
扱
っ
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
、
と
い
う
。
そ
の
リ
ン
は
、
社
会
資
本
を
「
個
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
る
い
は
交
友
関
係
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
た
資
源
」
と
定
義
し
、
個
々
人
の
社
会
的
繋
が
り
を
通
じ
て
ア
ク
セ
ス
で
き
る
関
係
的
資
本
が
個
人
に
対
し
て
持
つ
潜
在
的
有
効
性
に
着
目
し
た
。
個
人
は
諸
々
の
市
場
（
経
済
的
市
場
、
政
治
的
市
場
、
労
働
市
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
）
で
「
見
返
り
を
期
待
し
て
社
会
関
係
に
投
資
す
る
の
で
あ
る
。
リ
ン
の
経
験
的
デ
ー
タ
の
一
部
を
見
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
オ
ー
ル
バ
ニ
ー
市
（Albany
）
の
調
査
で
は
、
求
職
活
動
で
使
用
し
た
接
触
相
手
の
地
位
に
影
響
す
る
要
因
と
し
て
、「
親
の
地
位
（
帰
属
的
地
位
）、
本
人
学
歴
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
資
（
）
２５
（
）
２６
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源
、接
触
相
手
と
の
弱
い
紐
帯
が
影
響
力
を
持
つ
こ
と
」を
突
き
止
め
て
い
る
。「
弱
い
紐
帯
の
強
さ（strength
ofweak
ties
）」は
、
米
国
の
社
会
学
者
、
マ
ー
ク
・
グ
ラ
ノ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
の
ボ
ス
ト
ン
郊
外
に
住
む
Ｐ
Ｔ
Ｍ
（
専
門
職
、
技
術
者
、
管
理
職
）
の
転
職
研
究
で
も
実
証
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
農
村
か
ら
都
市
に
多
く
の
人
々
が
移
住
し
、
そ
の
結
果
、
都
市
周
辺
部
に
巨
大
な
掘
立
小
屋
集
落
が
出
現
し
た
。
彼
ら
を
待
ち
受
け
る
「
工
業
化
な
き
都
市
化
」
状
況
は
、
彼
ら
の
大
半
を
周
縁
的
な
職
に
就
か
せ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
ウ
ェ
イ
ン
・
コ
ー
ネ
リ
ウ
ス
は
、
彼
ら
が
、
先
遣
隊
と
し
て
の
家
族
や
（
擬
似
）
血
縁
関
係
、
同
郷
者
ら
手
持
ち
の
「
強
い
紐
帯
」
を
通
じ
て
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
到
着
後
、
大
し
た
労
苦
も
な
く
比
較
的
短
期
間
で
職
に
あ
り
つ
い
た
、
と
報
告
し
て
い
る
。
農
村
部
か
ら
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
へ
の
移
住
者
は
、「
強
い
紐
帯
」
を
通
じ
て
周
縁
的
な
職
を
得
た
が
、
一
方
『
転
職
』
の
舞
台
と
な
っ
た
ボ
ス
ト
ン
郊
外
の
Ｐ
Ｔ
Ｍ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
地
の
シ
リ
コ
ン
ヴ
ァ
レ
ー
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
の
Ｉ
Ｔ
技
術
者
ら
に
と
っ
て
は
、
企
業
の
将
来
性
、
技
能
形
成
の
機
会
、
昇
進
の
見
込
み
を
「
埋
め
込
ん
だ
」
情
報
が
、「
弱
い
紐
帯
」
を
媒
介
に
獲
得
す
る
こ
と
が
「
勝
ち
組
」
へ
の
仲
間
入
り
に
必
須
で
あ
っ
た
。
今
日
の
大
都
市
へ
の
諸
資
源
の
集
中
と
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
市
場
の
拡
大
は
、「
分
離
し
て
い
る
部
分
間
を
唯
一
自
分
だ
け
が
仲
介
（broker
）
し
、
結
合
で
き
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
」
創
出
さ
れ
る
社
会
資
本
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
米
国
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
労
働
長
官
で
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
イ
シ
ュ
は
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
以
降
の
ア
メ
リ
カ
経
済
は
、
減
少
す
る
ル
ー
テ
ィ
ン
生
産
サ
ー
ビ
ス
と
増
加
す
る
低
賃
金
の
対
人
サ
ー
ビ
ス
、
及
び
一
握
り
の
高
賃
金
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
・
ア
ナ
リ
ス
ト
に
三
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
的
社
会
資
本
を
活
用
す
る
彼
ら
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
・
ア
ナ
リ
ス
ト
が「
飛
び
乗
る
」「
飛
行
機
の
機
首
の
下
に
広
が
る
見
え
（
）
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る
世
界
と
見
え
な
い
世
界
と
い
う
も
う
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ボ
ス
ト
ン
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
に
向
か
う
北
東
部
ル
ー
ト
上
空
の
機
内
で
思
い
浮
か
ん
だ
。
午
前
中
、
南
へ
向
か
う
飛
行
機
の
窓
の
外
に
は
、
道
路
、
建
物
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
場
、
給
水
塔
等
の
産
業
社
会
の
産
物
が
窓
一
杯
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
一
方
、
夜
、
北
へ
向
か
う
帰
路
で
は
、
不
思
議
な
変
化
が
起
こ
る
。
舗
装
さ
れ
た
駐
車
場
や
、
ブ
ロ
ッ
ク
や
モ
ル
タ
ル
造
り
の
工
場
も
な
け
れ
ば
、
幾
何
模
様
に
耕
さ
れ
た
農
場
も
な
い
。
そ
の
か
わ
り
、
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど
に
輝
く
都
市
の
き
ら
め
き
の
海
の
は
ざ
ま
に
あ
る
暗
闇
に
、光
の
束
や
無
数
の
微
か
な
光
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
─
こ
の
光
景
は
、昼
間
の
旅
行
者
に
は
ま
っ
た
く
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
」。
『
タ
ー
ミ
ナ
ル
』
と
い
う
〈
非ノン─・
場
所
〉
で
働
く
が
、
飛
行
機
に
は
乗
れ
な
い
多
数
の
人
々
。
夜
に
光
の
束
を
見
る
こ
と
の
で
き
な
プ
レ
ー
ス
い
貧
困
に
喘
ぐ
打
ち
拉
が
れ
た
大
地
。
今
こ
う
し
た
点
は
さ
て
お
き
、
右
の
一
文
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
草
創
期
に
お
け
る
新
し
い
市
民
参
加
活
動
の
実
態
調
査
報
告
の
印
象
的
な
記
述
で
は
あ
る
。
著
者
の
ジ
ェ
シ
カ
・
リ
プ
ナ
ッ
ク
と
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ス
タ
ン
プ
ス
に
と
っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
は
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
生
命
線
と
な
っ
て
い
る
結
節
点
と
環
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
友
人
関
係
、
信
頼
や
価
値
観
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
は
、
従
来
の
階
層
的
組
織
に
対
し
て
、
権
力
は
複
数
の
結
節
点
に
分
散
さ
れ
、
境
界
の
不
明
瞭
な
構
成
員
の
間
に
目
標
や
価
値
観
が
共
有
さ
れ
相
互
に
結
ば
れ
、
情
報
や
資
源
を
分
か
ち
合
う
。
構
成
員
の
発
言
権
に
は
最
大
限
の
平
等
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
形
成
の
背
景
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
道
具
に
活
発
と
な
っ
た
貧
困
・
人
権
問
題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
存
在
が
あ
っ
た
。
「
飛
行
機
に
乗
れ
な
い
」
人
々
と
彼
ら
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
。「
仲
間
の
間
で
暮
ら
し
、
働
く
。
場
所
は
、
人
で
混
雑
す
る
大
都
市
の
ど
真
ん
中
か
、
そ
の
近
郊
だ
。
彼
ら
は
、
仕
事
の
打
ち
合
わ
せ
や
会
議
と
世
界
中
を
飛
び
回
り
、
豪
華
な
保
養
地
、
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
た
土
地
で
の
休
暇
へ
と
『
逃
げ
出
す
』
た
め
、
ま
た
飛
行
機
に
飛
び
乗
る
」
Ｐ
Ｔ
Ｍ
の
並
存
状
況
。
（
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３５
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）
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例
え
ば
、
現
代
の
ア
ジ
ア
で
急
速
に
進
展
す
る
経
済
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ウ
ェ
ッ
ブ
」
化
は
、
高
付
加
価
値
型
諸
活
動
を
特
定
の
地
域
に
集
中
さ
せ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
呼
び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
中
心
と
エ
ッ
ジ
と
の
間
で
格
差
は
急
速
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
「
奥
ま
っ
た
部
屋
の
中
で
、
世
界
中
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
つ
な
が
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
端
末
の
前
に
座
っ
て
、
デ
ー
タ
処
理
を
す
る
」
群
れ
は
、「
超
資
本
主
義
」
化
に
よ
っ
て
不
安
定
な
就
労
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
の
仕
事
場
は
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
、
他
者
と
の
関
係
も
、
歴
史
も
象
徴
化
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
場
所
」、
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
人
類
学
者
マ
ー
ク
・
オ
ジ
ェ
が
い
う
「
非
─
場
所
（non-place
）」
な
の
で
あ
る
。
オ
ジ
ェ
が
「
非
─
場
所
」
と
対
比
す
る
「
文
化
人
類
学
的
場
所
」
は
、
彼
が
好
ん
で
取
り
上
げ
る
フ
ラ
ン
ス
の
典
型
的
な
地
方
の
小
都
市
の
中
心
部
な
の
で
あ
ろ
う
。
四
信
頼
（
１
）「
接
合
」
型
支
配
関
係
と
信
頼
パ
ッ
ト
ナ
ム
が
社
会
資
本
の
部
厚
い
存
在
を
指
摘
し
た
イ
タ
リ
ア
北
・
中
部
に
広
く
点
在
す
る
中
小
企
業
集
積
地
は
、
オ
ジ
ェ
が
い
う
「
文
化
人
類
学
的
場
所
」
で
あ
る
。
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、
グ
ラ
ノ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
の
「
弱
い
紐
帯
の
強
さ
」
論
を
市
民
社
会
の
地
平
に
押
し
広
げ
、
水
平
的
な
「
弱
い
紐
帯
」
が
培
養
す
る
信
頼
と
積
極
的
市
民
関
与
に
民
主
主
義
の
活
力
源
を
見
出
し
た
。
信
頼
は
、
合
意
が
個
人
的
な
関
係
と
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
り
大
き
な
構
造
に
「
埋
め
込
ま
れ
る
」
と
き
に
生
ま
れ
、
悪
意
の
あ
る
行
為
を
抑
制
す
る
の
で
あ
る
。
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、
こ
う
し
た
信
頼
が
「
技
術
開
発
、
起
業
家
志
願
の
人
間
の
信
望
、
産
業
労
働
者
の
信
頼
性
等
に
関
す
る
情
報
の
流
れ
」
を
促
進
し
、
中
小
企
業
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
活
発
な
活
動
を
生
み
出
し
た
、
と
も
主
張
し
て
い
る
。「
弱
い
紐
帯
」か
ら
形
成
さ
れ
る
企
業
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る「
信
頼
に
よ
る
統
治
」構
造
は
、市
場
取
引
に
お
け
る「
契
約
」
と
も
、
ま
た
資
源
の
枯
渇
や
対
関
係
的
直
接
交
換
に
伴
う
「
強
さ
の
弱
さ
」
に
起
因
す
る
裏
切
り
や
不
信
と
も
違
っ
て
、
長
期
的
・
互
（
）
３７
（
）
３８
（
）
３９（
）
４０
（
）
４１
（
）
４２
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酬
的
・
無
限
定
的
な
義
務
的
関
与
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
コ
ー
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
、「
行
為
者
は
相
手
の
行
為
が
自
ら
の
行
為
よ
り
も
利
益
が
大
き
い
こ
と
を
期
待
し
て
、
相
手
に
あ
る
資
源
に
対
す
る
制
御
の
一
方
的
譲
渡
を
行
う
」。
彼
に
よ
れ
ば
、「
信
頼
」
は
、
市
場
取
引
の
よ
う
な
等
価
的
・
即
時
的
交
換
と
違
っ
て
、
自
己
の
資
源
に
対
す
る
制
御
権
を
他
者
に
対
し
て
、
し
か
も
そ
れ
を
「
譲
渡
を
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
、
自
分
の
期
待
が
当
た
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
」
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
を
確
認
し
た
上
で
コ
ー
ル
マ
ン
は
、
官
僚
機
構
や
企
業
の
よ
う
に
制
御
権
の
譲
渡
が
給
与
・
賃
金
と
引
き
替
え
に
行
わ
れ
る
支
配
関
係
で
あ
る
「
非
接
合
（disjoint
）」
型
支
配
関
係
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
や
労
働
組
合
、
自
発
的
結
社
と
い
っ
た
、
外
的
報
酬
も
な
い
の
に
他
者
に
よ
る
権
限
の
行
使
自
体
が
行
為
者
の
利
益
で
あ
る
と
い
う
信
念
に
基
づ
き
主
観
的
に
合
理
的
な
制
御
権
の
一
方
的
譲
渡
に
よ
っ
て
成
立
す
る
支
配
関
係
を
「
接
合
（conjoint
）」
型
支
配
関
係
と
呼
び
、
両
者
を
対
置
す
る
。
前
者
の
タ
イ
プ
は
、
グ
ラ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
い
う
「
経
済
的
交
換
」
に
、
ま
た
後
者
の
「
接
合
」
型
の
う
ち
コ
ミ
ュ
ー
ン
や
階
級
ベ
ー
ス
の
労
働
組
合
は
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
、
自
発
的
結
社
や
実
利
的
政
党
は
「
間
接
的
交
換
」
に
相
応
し
よ
う
。
即
ち
、「
市
民
共
同
体
」
の
燃
料
は
、
グ
ラ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
、
コ
ー
ル
マ
ン
的
に
い
う
と
、
間
接
的
交
換
を
媒
介
に
し
た
「
接
合
型
」
支
配
関
係
が
補
給
す
る
信
頼
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
接
合
」型
関
係
は
、行
為
者
が
期
待
さ
れ
る
利
益
が
実
現
さ
れ
る
前
に
、自
ら
の
制
御
権
を
他
者
に
委
譲
す
る
の
で
あ
る
。
（
２
）
信
頼
の
「
脱
連
結
的
組
織
」
論
ジ
ョ
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
と
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ロ
ー
ア
ン
は
、
論
説
「
教
育
組
織
の
構
造
」
に
お
い
て
、
学
校
組
織
が
《
タ
イ
ト
な
統
制
》
（
フ
ォ
ー
マ
ル
な
資
格
・
分
類
［
儀
礼
的
分
類
（ritualclassification
）］）
と
《
ル
ー
ス
な
統
制
》（
授
業
の
内
容
・
方
法
の
曖
昧
な
調
（
）
４３
（
）
４４
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整
）
の
「
脱
連
結
（decoupled
）」
に
よ
っ
て
、
現
場
で
の
「
規
則
は
し
ば
し
ば
破
ら
れ
、
決
定
は
し
ば
し
ば
実
行
に
移
さ
れ
ず
、
あ
る
い
は
も
し
実
施
さ
れ
て
も
、
そ
の
結
果
は
不
確
か
で
、
技
術
は
そ
の
効
率
が
問
題
含
み
で
、
評
価
と
査
察
シ
ス
テ
ム
は
あ
ま
り
に
も
曖
昧
に
覆
え
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
無
力
に
さ
れ
て
し
ま
い
、
調
整
を
ほ
と
ん
ど
提
供
で
き
な
い
」
い
い
加
減
な
学
校
を
「
現
地
化
」
さ
せ
、
組
織
を
延
命
さ
せ
る
「
信
頼
の
論
理
（logicofconfidence
）」
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
制
度
と
し
て
の
教
育
（education
asinstitution
）」
に
埋
め
込
ま
れ
た
「
神
話
・
儀
礼
・
象
徴
」
が
「
信
頼
の
論
理
」
と
し
て
作
動
し
、
学
校
組
織
を
法
的
に
有
効
に
し
、
資
源
と
そ
の
運
営
を
称
賛
し
よ
う
と
す
る
組
織
の
要
求
を
正
当
化
す
る
の
で
あ
る
。
政
治
的
な
「
信
頼
の
論
理
」
は
、
社
会
的
な
一
般
的
信
頼
や
対
人
信
頼
の
累
積
学
習
や
社
会
的
信
頼
の
政
治
領
域
へ
の
単
な
る
転
移
と
は
違
っ
て
、
マ
イ
ヤ
ー
ら
が
い
う
学
校
の
「
現
地
化
」
論
に
似
て
、「
政
治
」
も
、
政
治
制
度
・
構
造
と
い
う
《
タ
イ
ト
な
統
制
》
と
《
ル
ー
ス
な
統
制
》（
個
々
の
政
策
の
内
容
・
手
続
き
の
曖
昧
な
統
制
）
の
間
に
目
標
設
定
、
優
先
順
位
の
決
定
、
紛
争
解
決
な
ど
「
政
治
」
の
「
現
地
化
」
を
行
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
中
で
、
可
視
化
さ
れ
る
官
僚
や
政
治
家
（
代
理
関
係
）
ら
「
非
接
合
」
型
支
配
関
係
へ
の
自
ら
の
制
御
権
の
委
譲
を
通
じ
て
作
動
す
る
。
そ
の
委
譲
の
相
手
方
は
、
学
校
の
場
合
以
上
に
対
象
と
の
距
離
が
遠
く
、
知
識
・
情
報
も
〈
媒
介
（media
）〉
的
で
あ
る
。
そ
の
分
、
資
源
制
御
権
の
投
企
は「
暗
闇
へ
の
跳
躍（leapintothedark
）」の
性
格
を
強
く
帯
び
よ
う
。コ
ー
ル
マ
ン
が
鋭
く
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
の
政
治
的
信
条
に
と
っ
て
の
権
限
の
構
造
は
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ブ
ッ
ク
ス
・
オ
ブ
・
レ
ビ
ュ
ー
』
に
部
分
的
に
委
ね
ら
れ
る
」
の
で
あ
る
。
（
３
）「
信
頼
の
論
理
」
と
「
作
用
的
諸
理
想
」
「
政
治
」
に
関
す
る
知
識
・
情
報
が
常
に
〈
媒
介
（media
）〉
的
な
の
で
、
メ
デ
ィ
ア
は
い
つ
も
政
治
的
「
信
頼
の
論
理
」
に
闖
入
（
）
４５
（
）
４６
（
）
４７
（
）
４８
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し
、
そ
れ
を
脅
か
す
。
マ
イ
ヤ
ー
ら
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
で
も
な
お
自
身
を
「
合
理
化
」
す
る
よ
う
に
要
請
さ
れ
る
国
家
は
、
い
わ
ば
常
に
自
身
が
「
ま
と
も
な
」「
信
頼
に
値
す
る
」「
責
任
能
力
の
あ
る
」
国
民
国
家
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
儀
礼
的
・
自
己
表
出
的
実
践
に
絶
え
間
な
く
さ
ら
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
国
家
と
市
民
社
会
（
メ
デ
ィ
ア
を
含
む
）
の
争
奪
対
象
と
な
る
公
共
空
間
に
用
意
さ
れ
た
「
神
話
・
儀
礼
・
象
徴
」
を
落
と
し
込
ん
だ
〈
作
用
的
諸
理
想
〉
と
し
て
の
政
治
文
化
が
、
一
般
市
民
の
政
治
的
判
断
、
政
治
的
態
度
・
行
動
を
内
か
ら
編
組
＝
制
約
し
、
オ
ペ
レ
イ
テ
ィ
ブ・ア
イ
デ
ア
ル
ズ
そ
の
結
果
、
支
配
的
な
政
治
言
説
と
「
正
当
な
」
政
治
活
動
の
ス
テ
ー
ジ
が
セ
ッ
ト
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、
初
期
の
著
作The
BeliefsofPoliticians:Ideology,Conflict,and
Democracyin
Britain
and
Italy
（New
Haven:Yale
University
Press,1973
）
に
お
い
て
、
政
治
家
の
〈
作
用
的
諸
理
想
〉
と
し
て
の
《
民
主
オ
ペ
レ
イ
テ
ィ
ブ・ア
イ
デ
ア
ル
ズ
主
義
》
の
イ
ギ
リ
ス
／
イ
タ
リ
ア
比
較
を
行
っ
た
。
調
査
結
果
を
要
約
す
れ
ば
、
⑴
古
典
的
民
主
主
義
（
人
民
に
よ
る
政
治
）、
⑵
ク
ラ
シ
ッ
ク
自
由
民
主
主
義
（
議
会
に
よ
る
政
治
）、
⑶
リ
ベ
ラ
ル
多
頭
政
民
主
主
義
（
政
党
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
政
治
）、
⑷
ポ
リ
ア
ー
キ
ャ
ル
権
威
的
民
主
主
義
（
政
党
リ
ー
ダ
ー
の
重
視
と
フ
ォ
ロ
ア
ー
の
役
割
オ
ソ
リ
タ
リ
ア
ン
の
軽
視
）、
⑸
社
会
経
済
的
民
主
主
義
（
社
会
経
済
的
平
等
の
重
視
）
の
う
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
家
は
「
多
頭
政
民
主
主
義
」「
自
ソ
シ
オ
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
由
民
主
主
義
」
を
選
択
す
る
割
合
が
高
か
っ
た
の
に
対
し
て
、「
権
威
的
民
主
主
義
」「
社
会
経
済
的
民
主
主
義
」
を
選
択
す
る
割
合
は
極
め
て
低
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
家
の
多
く
は
、《
民
主
主
義
》
を
議
会
・
選
挙
・
政
党
間
の
競
争
と
見
が
ち
で
あ
っ
た
。
一
方
、
イ
タ
リ
ア
の
政
治
家
の
場
合
、「
古
典
的
民
主
主
義
」
観
を
と
る
者
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
社
会
経
済
的
民
主
主
義
」「
権
威
的
民
主
主
義
」
と
な
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
政
治
家
は
、
平
等
・
公
正
・
自
由
と
い
う
視
点
か
ら
《
民
主
主
義
》
を
見
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
権
威
的
民
主
主
義
」な
い
し
は「
古
典
的
民
主
主
義
」観
を
と
る
政
治
家
の
割
合
が
イ
タ
リ
ア
で
は
五
九
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
僅
か
一
〇
％
で
あ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
）
４９
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筆
者
も
右
に
見
た
パ
ッ
ト
ナ
ム
と
類
似
の
調
査
を
イ
ギ
リ
ス
（
一
九
八
四
年
）
と
ア
メ
リ
カ
（
一
九
八
〇
年
）
の
子
ど
も
＝
「
将
来
の
市
民
」
を
対
象
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
使
用
し
た
質
問
文
は
、〈Whatis
the
bestway
ofdescribing
DEMOCRACY?
〉
で
あ
り
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
マ
ー
ク
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
⑴Where
everyone
can
have
asay
aboutwhatthe
governmentdoes.
…
…
政
治
的
《
自
由
》
⑵Where
everyone
istreated
the
same
socially
and
economically.
…
…
社
会
経
済
的
《
平
等
》
⑶Where
there
are
no
bossesto
tellpeople
whatto
do.
…
…
自
己
決
定
⑷Where
everyone
can
vote.
…
…
政
治
的
《
平
等
》
⑸Where
everyone
can
getagood
job
and
make
money.
…
…
社
会
経
済
的
《
自
由
》
No
Answer/Unknown
を
除
い
た
各
項
目
へ
の
回
答
比
率
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
⑴
イ
ギ
リ
ス
（
四
四
・
七
％
）
／
ア
メ
リ
カ（
五
一
・
四
％
）、⑵
イ
ギ
リ
ス（
二
二
・
五
％
）／
ア
メ
リ
カ（
一
七
・
九
％
）、⑶
イ
ギ
リ
ス（
五
・
六
％
）／
ア
メ
リ
カ（
五
・
七
％
）、
⑷
イ
ギ
リ
ス
（
一
九
・
四
％
）
／
ア
メ
リ
カ
（
一
四
・
五
％
）、
⑸
イ
ギ
リ
ス
（
七
・
八
％
）
／
ア
メ
リ
カ
（
一
〇
・
五
％
）。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
⑴
と
⑵
が
加
齢
に
よ
っ
て
逆
転
し
（
⑴
一
八
・
九
％
（
九
─
一
二
才
）
→
三
五
・
三
％
（
一
三
─
一
五
才
）
→
五
三
・
〇
％
（
一
六
才
以
上
）
／
⑵
二
四
・
四
％
（
九
─
一
二
才
）
→
一
七
・
五
％
（
一
三
─
一
五
才
）
→
一
一
・
九
％
（
一
六
才
以
上
））、
《
自
由
》
が
《
民
主
主
義
》
構
成
の
作
用
的
諸
理
想
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
る
。
⑴
に
社
会
経
済
的
《
自
由
》
を
意
味
す
る
⑸
を
加
算
し
て
、《
平
等
》（
⑵
＝
社
会
経
済
的
《
平
等
》、
⑷
＝
政
治
的
《
平
等
》）
と
比
べ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
〈
自
由
〉
が
六
一
・
九
％
、〈
平
等
〉
が
三
二
・
四
％
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
〈
自
由
〉
が
五
二
・
五
％
、〈
平
等
〉
が
四
一
・
九
％
と
な
っ
た
。
以
上
の
分
析
か
ら
筆
者
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
将
来
の
市
民
は
、
社
会
的
・
経
済
的
平
等
を
強
調
す
る
『
社
会
経
済
的
』
民
主
主
義
の
概
（
）
５０
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念
よ
り
も
制
限
政
府
と
政
治
的
自
由
を
強
調
す
る
古
典
的
民
主
主
義
と
『
多
頭
政
』
民
主
主
義
（
政
治
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
統
治
を
強
調
す
る
一
種
の
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
的
民
主
主
義
モ
デ
ル
）
を
強
調
す
る
『
自
由
』
民
主
主
義
と
い
う
観
念
を
発
達
さ
せ
る
」
と
の
結
論
を
得
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
調
査
結
果
と
の
対
比
で
は
、
バ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
「
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
政
府
が
統
治
す
べ
き
だ
と
い
ま
だ
に
信
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
人
は
、
誰
も
が
『
活
動
に
参
加
す
る
』
権
利
を
有
し
、
個
人
と
し
て
の
政
治
的
有
効
感
を
依
然
信
じ
て
い
る
」
と
の
指
摘
を
再
確
認
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
（
４
）
多
元
化
の
中
の
「
信
頼
」
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ゼ
ン
ク
ハ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
社
会
的
に
流
動
化
し
、
そ
れ
ゆ
え
政
治
化
さ
れ
た
近
代
社
会
で
は
、
多
元
性
は
も
は
や
一
部
の
エ
リ
ー
ト
の
現
象
で
は
な
く
、
分
裂
と
対
立
と
を
伴
う
社
会
の
大
衆
的
現
象
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
共
存
の
問
題
が
提
起
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
」。「
多
元
的
に
分
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
公
共
的
な
領
域
で
信
頼
し
う
る
非
暴
力
的
な
合
意
を
可
能
に
し
許
容
す
る
建
設
的
な
紛
争
処
理
の
方
式
を
ど
の
よ
う
に
し
て
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
彼
は
問
い
掛
け
る
。
ゼ
ン
ク
ハ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、「
何
ら
か
の
枠
づ
け
と
制
度
的
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
し
に
は
、
即
ち
正
当
性
を
承
認
さ
れ
た
憲
法
体
制
の
枠
外
に
お
い
て
は
、
多
元
性
は
、
極
端
な
場
合
は
内
戦
を
意
味
し
う
る
」
の
で
あ
る
。
政
治
体
の
安
定
性
は
、
ダ
グ
ラ
ス
・
レ
イ
と
マ
イ
ケ
ル
・
テ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
⑴
「
態
度
も
し
く
は
意
見
」（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
選
好
）、
⑵
「
帰
属
主
義
的
・
文
化
的
属
性
」（
人
種
、
階
級
、
民
族
、
宗
教
）、
⑶
「
行
動
も
し
く
は
行
為
」（
投
票
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
る
支
持
者
群
や
組
織
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
）
と
い
う
三
つ
の
分
裂
要
因
の
断
片
化
（fragmentation
）
と
重
複
化
（cross-cutting
）
の
程
度
に
左
右
さ
れ
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
安
定
的
民
主
主
義
論
は
、
⑴
の
要
因
を
重
視
す
る
合
意
理
論
（consensustheory
）
［
大
衆
・
エ
リ
ー
ト
の
水
準
は
別
に
せ
よ
、
意
見
の
分
裂
と
〈
合
意
─
異
議
〉
連
続
体
に
興
味
を
示
し
、
意
見
の
合
意
こ
そ
民
主
主
義
の
（
）
５１
（
）
５２
（
）
５３
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安
定
に
と
っ
て
不
可
欠
と
認
識
］
と
、
⑵
を
重
視
す
る
社
会
的
多
元
主
義
理
論
（social
pluralism
）［
極
度
に
低
い
、あ
る
い
は
高
い
両
極
端
な
同
質
性
と
異
質
性
は
安
定
的
民
主
主
義
に
は
資
さ
な
い
］
と
に
大
別
さ
れ
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
も
意
見
や
属
性
の
断
片
化
を
扱
い
は
す
る
が
、
複
数
の
断
片
化
相
互
の
関
係
は
無
視
し
て
き
た
と
し
て
、
断
片
化
指
数
（
Ｆ
）
以
外
に
、
二
つ
の
Ｆ
の
重
複
性
を
示
す
重
複
性
指
数
を
用
意
し
、
図
２
が
得
ら
れ
る
。
XC
レ
イ
と
テ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
、
が
過
度
に
高
い
か
、
あ
る
い
は
低
い
場
合
、
ま
た
が
XC
極
度
に
低
い
場
合
に
は
民
主
主
義
は
安
定
し
な
い
、
と
の
仮
説
を
い
く
つ
か
の
経
験
的
デ
ー
タ
の
分
析
か
ら
導
き
出
す
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
「
政
治
に
関
連
す
る
分
裂
相
互
間
に
十
分
な
相
互
交
差
が
な
け
れ
ば
民
主
的
な
政
治
組
織
は
安
定
し
な
い
の
で
あ
る
」。
F1
F2
（
）
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図２ 社会的多元主義とクロスカッテング
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筆
者
の
イ
ギ
リ
ス
／
ア
メ
リ
カ
調
査
に
お
け
る
《
民
主
主
義
》
の
断
片
化
を
、
ア
メ
リ
カ
で
は
人
種
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
政
党
支
持
と
ク
ロ
ス
さ
せ
を
導
出
し
よ
う
と
し
た
の
が
次
の
表
１
、
表
２
で
あ
る
。
XC
各
指
数
は
、ア
メ
リ
カ
で
は
、F 1
＝0.667757
、F 2
＝0.478424
、Fc
＝0.80201
、XC
＝0.457839
、イ
ギ
リ
ス
で
は
、F 1
＝0.695468
、
F 2
＝0.688608
、Fc
＝0.923135
、XC
＝0.462194
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
数
値
を
図
２
の
中
に
位
置
づ
け
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
と
も
に
「
可
能
な
安
定
的
民
主
主
義
体
制
」
に
収
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ゼ
ン
ク
ハ
ー
ス
や
レ
イ
と
テ
イ
ラ
ー
が
多
元
社
会
に
お
い
て
重
視
す
る
「
合
意
」
に
つ
い
て
、
ロ
バ
ー
ト
・
ダ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
同
意
の
度
合
は
、
社
会
訓
練
の
た
め
の
各
種
の
過
程
が
、
家
族
、
学
校
、
教
会
、
ク
ラ
ブ
、
文
学
、
新
聞
な
ど
に
よ
っ
て
、
規
範
に
代
わ
っ
て
利
用
さ
れ
る
度
合
に
機
能
的
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…〈
中
略
〉…
…
同
意
（
合
意
）
の
度
合
は
、
規
範
に
か
ん
す
る
社
会
的
訓
練
の
度
合
に
応
じ
て
増
加
す
る
。
し
た
が
っ
て
合
意
と
は
、
規
範
全
部
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表１ 《民主主義》と人種（アメリカ）
TOTAL５４３２１
０.６９００.０４８０.１０６０.０２７０.１０９０.４０１White
０.２０００.０５２０.０１７０.０２２０.０４９０.０５９Black
０.０４８００.０１３０.００３０.００７０.０２５Oriental
０.００６０００.００１０.００１０.００３Indian
０.０５６０.００４０.００９０.００３０.０１３０.０２７Others
１０.１０４０.１４５０.０５６０.１７９０.５１５TOTAL
表２ 《民主主義》と政党支持（イギリス）
TOTAL５４３２１
０.２６４０.０１５０.０５７０.０１７０.０５３０.１２２Cons.
０.３８７０.０３５０.０６５０.０２４０.０９１０.１７２Labour
０.０３８０.００３０.００８０.００３０.００２０.０２３Liberal
０.０３７０.００２０.０１２００.００９０.０１４Soc.Dem.
０.０２９０.００５０.０１１０.００３０.００２０.００８Others
０.２４７０.０２００.０４２０.００９０.０６９０.１０７DK
１０.０７８０.１９４０.０５６０.２２６０.４４６TOTAL
に
か
ん
す
る
全
般
的
な
社
会
的
訓
練
の
函
数
で
あ
る
」。
ま
た
、シ
ー
ダ
・
ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
は
、ア
メ
リ
カ
で
は
、地
方
に
支
部
を
備
え
た
連
邦
型
代
議
制
の
階
級
・
職
業
横
断
的
な
自
発
的
結
社
が
、
そ
う
し
た
社
会
的
訓
練
の
場
に
な
っ
て
き
た
、
と
主
張
し
て
い
る
。
「
接
合
」
型
支
配
関
係
の
自
発
的
結
社
を
生
命
線
と
す
る
ア
メ
リ
カ
市
民
社
会
は
、
自
発
的
結
社
と
同
型
の
地
方
分
権
的
連
邦
制
と
い
う
政
治
構
造
に
助
け
ら
れ
て
競
争
的
政
党
制
と
利
益
集
団
か
ら
成
る
政
治
社
会
と
「
非
接
合
」
型
連
邦
政
府
（
国
家
機
構
）
に
差
し
込
む
よ
う
な
形
で
政
治
的
な
合
意
の
形
成
に
関
与
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
見
方
を
共
有
す
る
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、
そ
う
し
た
市
民
社
会
の
活
性
化
を
阻
害
す
る
、
内
集
団
に
強
い
忠
誠
を
求
め
る
社
会
資
本
を
「
結
束
的
（bonding
）」
と
呼
び
、
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
に
持
つ
そ
の
負
の
機
能
に
注
意
を
喚
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、「
社
会
的
多
元
主
義
」
の
影
響
を
受
け
や
す
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
政
治
と
社
会
は
、「
少
数
者
の
権
利
の
保
証
、
自
治
権
、
あ
る
い
は
比
例
民
主
主
義
的
な
協
定
─
つ
ま
り
、
合
意
型
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
さ
ま
ざ
ま
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
特
別
な
規
定
」
と
い
う
政
治
的
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
敷
設
に
よ
っ
て
政
治
的
紛
争
を
緩
和
し
て
き
た
。
た
だ
、
信
頼
は
「
あ
る
種
の
信
念
」
で
あ
り
、
社
会
／
政
治
に
お
け
る
連
邦
型
代
議
制
あ
る
い
は
多
極
共
存
型
民
主
主
義
制
度
と
い
っ
た「
適
切
な
制
度
が
あ
っ
て
人
々
が
協
力
で
き
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、人
々
は
協
力
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
」。
指
数
が
あ
ま
り
XC
に
も
低
す
ぎ
る
社
会
で
は
、
グ
ラ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
が
い
う
「
間
接
的
交
換
」
が
効
か
ず
、
低
い
信
頼
は
「
疎
外
的
」
不
信
の
形
を
と
り
、
《
タ
イ
ト
な
統
制
》
自
体
の
破
壊
に
向
か
う
か
、「
政
治
活
動
を
意
味
の
な
い
も
の
と
」
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、「
逆
に
あ
ま
り
に
も
『
高
い
』
信
頼
は
政
治
活
動
を
必
要
の
な
い
も
の
に
し
て
し
ま
う
」
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
五
お
わ
り
に
「
社
会
資
本
」、「
信
頼
」概
念
の
検
討
を
通
じ
て
、社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
制
度
、あ
る
い
は
政
治
文
化
に
埋
め
込
ま
れ
た
個
人
や
（
）
５６
（
）
５７
（
）
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集
団
が
、
そ
の
個
別
の
利
益
を
間
接
的
に
交
換
す
る
こ
と
で
相
互
協
力
や
「
合
意
」
を
い
か
に
形
成
す
る
か
を
見
て
き
た
。
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、「
架
橋
的（bridging
）」社
会
資
本
の
活
発
化
に
よ
っ
て
そ
の
可
能
域
を
広
げ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、架
橋
的
社
会
資
本
を
無
限
に
「
架
橋
」
し
合
う
作
業
が
、
協
力
規
範
、
社
会
的
連
帯
、
高
い
信
頼
を
生
み
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
、
政
治
の
世
界
に
生
き
る
わ
け
で
も
な
い
論
理
を
見
た
。
階
級
再
生
産
的
な
「
社
会
資
本
」
概
念
を
主
張
し
た
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
政
治
界
は
社
会
世
界
の
見
方
・
分
け
方
原
理
を
正
統
な
も
の
と
認
め
さ
せ
る
こ
と
を
争
点
と
す
る
ゲ
ー
ム
」
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
信
頼
は
高
す
ぎ
て
も
低
す
ぎ
て
も
、
政
治
活
動
は
活
性
化
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
民
主
主
義
が
用
意
す
る
政
治
活
動
の
「
界
」（
＝
「
場
」）
に
つ
い
て
、
ポ
ス
ト
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
旗
手
パ
ト
リ
ッ
ク
・
シ
ャ
ン
パ
ー
シ
ャ
ン
ニ
ュ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
一
般
化
さ
れ
た
交
換
、ま
た
は
別
の
分
野
で
い
え
ば
正
統
化
の
回
路
の
延
長（
Ａ
は
Ｂ
の
財
に
つ
い
て
語
り
、
Ｂ
は
Ｃ
の
財
に
つ
い
て
語
る
、
…
…
等
々
）
は
、
そ
の
規
模
が
大
き
す
ぎ
る
た
め
に
限
ら
れ
た
若
干
の
社
会
行
為
者
で
は
全
体
的
に
制
御
し
え
な
い
よ
う
な
社
会
空
間
を
産
み
出
す
こ
と
で
、
支
配
様
式
を
変
容
さ
せ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
交
換
は
支
配
の
分
業
を
打
ち
立
て
る
の
で
あ
り
、
分
業
は
、
あ
ま
り
に
も
集
権
化
さ
れ
た
、
可
視
的
な
、
拘
束
的
す
ぎ
て
持
続
し
が
た
い
支
配
よ
り
も
は
る
か
に
効
率
的
で
あ
る
。
…
…〈
中
略
〉…
…
こ
の
交
換
の
拡
大
は
、
あ
か
ら
さ
ま
な
検
閲
を
自
己
検
閲
に
置
き
換
え
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
し
ば
し
ば
自
認
し
、
同
意
し
な
が
ら
、
社
会
的
世
界
の
匿
名
の
法
則
に
服
従
し
て
い
く
の
だ
。
右
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
『
一
般
化
さ
れ
た
支
配
』と
で
も
呼
び
う
る
も
の
は
、こ
の
新
し
い
様
式
の
支
配
で
あ
り
、こ
れ
は
広
が
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、そ
の
な
か
で
支
配
階
級
は
、
強
度
に
分
化
し
て
お
り
、
そ
の
各
部
分
は
諸
他
の
部
分
よ
り
も
い
く
ら
か
強
く
支
配
し
な
が
ら
、
同
時
に
全
体
と
し
て
強
い
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
。
支
配
者
た
ち
を
と
っ
て
み
る
と
、
す
べ
て
を
支
配
し
て
い
る
者
な
ど
い
な
い
。
支
配
し
て
い
る
の
は
、
権
力
に
参
与
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
界
が
所
与
の
一
時
点
で
形
成
す
る
独
特
の
連
係
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
」。
ア
ジ
ア
諸
国
を
含
め
多
く
の
国
々
は
、
こ
う
い
っ
た
意
味
で
の
「
一
般
化
さ
れ
た
支
配
」
の
樹
立
を
求
め
る
民
主
化
過
程
に
あ
る
。
（
）
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そ
の
た
め
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、People’sOrganization
（PO
）、Grass-rootOrganization
（GRO
）な
ど
の「
接
合
」
型
組
織
が
創
出
す
る（
か
も
し
れ
な
い
）「
架
橋
的
」社
会
資
本
の
効
果
は
魅
力
的
に
響
く
。
し
か
し
、「
権
威
構
造
の
正
当
性
が
低
く
、
統
制
・
監
視
の
機
能
が
非
効
率
で
腐
敗
し
て
お
り
、
資
源
の
獲
得
が
不
徹
底
な
徴
税
や
執
行
手
段
で
窮
地
に
陥
り
、
政
府
か
ら
社
会
の
残
り
の
部
分
へ
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
あ
る
い
は
挑
戦
が
、
非
公
式
で
私
的
な
恩
顧
＝
庇
護
主
義
的
な
基
準
に
基
づ
い
て
い
る
」
権
威
主
義
体
制
下
で
は
、「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
唯
一
の
安
全
な
政
治
空
間
」
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
／
ア
メ
リ
カ
の
〈
作
用
的
諸
理
想
〉
と
し
て
の
《
民
主
主
義
》
を
分
析
し
た
が
、
安
定
し
た
政
党
制
を
オ
ペ
レ
イ
テ
ィ
ブ・ア
イ
デ
ア
ル
ズ
前
提
と
し
た
初
期
優
先
化
原
則
（primacy
principle
）、
構
造
化
原
則
（structuring
principle
）
に
立
脚
す
る
政
治
的
社
会
化
の
実
態
調
査
を
民
主
化
途
上
の
国
々
に
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
意
味
あ
る
作
業
で
あ
ろ
う
か
。
民
主
化
論
を
考
え
る
場
合
の
重
要
な
論
点
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。
と
こ
ろ
で
、「
社
会
資
本
」
論
は
、
規
範
や
信
頼
を
捉
え
る
点
で
は
意
義
深
い
が
、
認
知
（cognition
）
を
二
の
次
に
し
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
、と
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
て
き
た
。〈
合
意
〉志
向
の
協
同
的
行
動
を
取
り
巻
く
環
境
は
、ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
と
り
わ
け
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
金
融
・
生
産
の
一
体
化
に
よ
る
「
超
資
本
主
義
」
化
、
サ
イ
バ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
化
に
よ
っ
て
そ
の
不
（
）
６３
（
）
６４
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確
実
性
を
確
実
に
高
め
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
ア
ジ
ア
を
含
め
た
多
く
の
途
上
国
の
〈
民
主
主
義
と
信
頼
〉
の
議
論
に
と
っ
て
間
接
的
で
は
あ
る
が
重
要
な
の
は
、
グ
ラ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
的
な
社
会
的
交
換
論
の
中
に
「
社
会
資
本
」
論
、「
信
頼
」
論
を
、
個
人
の
「
認
知
」
過
程
を
重
視
す
る
「
信
頼
」
の
進
化
論
的
視
点
と
接
合
す
る
こ
と
で
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
図
３
は
、
そ
の
準
備
作
業
の
た
め
の
試
作
図
で
あ
る
。
＊
本
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
度
日
本
政
治
学
会
分
科
会
で
の
報
告
に
、
平
成
一
九
～
二
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
「
市
民
教
育
の
政
治
学
」（
研
究
代
表
者
・
河
田
潤
一
）
の
成
果
の
一
部
を
加
え
、
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
１
）Bernard
Crick,Democracy:A
VeryShortIntroduction,Oxford:Oxford
University
Press,2002,pp.102-103
［
添
谷
育
志
・
金
田
耕
一
訳
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
一
七
七
─
一
七
九
頁
］.
（
２
）
興
梠
一
郎
『
現
代
中
国
』
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
二
年
、
一
五
三
─
一
五
四
頁
。
（
３
）
汪睴
「
一
九
八
九
年
の
社
会
運
動
と
中
国
の
『
新
自
由
主
義
』
の
歴
史
的
起
源
」『
思
想
空
間
と
し
て
の
現
代
中
国
』（
村
田
雄
二
郎
・
砂
山
幸
雄
・
小
野
寺
史
郎
訳
）
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
九
九
頁
。
（
４
）JamesPetras,Rulersand
Ruled
in
theUS
Empire,Cardena,CA:ClarityPress,2007,p.147
［
高
尾
菜
つ
こ
訳『「
帝
国
ア
メ
リ
カ
」
の
真
の
支
配
者
は
』
三
交
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
九
八
─
一
九
九
頁
］.
（
５
）
ア
ジ
ア
各
国
の
い
わ
ゆ
る
〈
市
民
社
会
〉
の
組
織
と
運
動
に
つ
い
て
は
、Muthiah
Algappa,ed.,CivilSociety
and
Political
Changein
Asia:Expandingand
ContractingDemocraticSpace,Stanford,CA:Stanford
University
Press,2004
が
有
益
。
（
６
）Dieter
Senghaas,
Zivilisierung
wider
Willen:
Der
Konflikt
der
Kulturen
mit
sich
selbst,
Frankfurt
am
Main:
Suhrkamp
Verlag,1998,p.212
［
宮
田
光
雄
・
星
野
修
・
本
田
逸
夫
訳
『
諸
文
明
の
内
な
る
衝
突
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
五
頁
］.
（
７
）Ulrich
Beck,Anthony
Giddens,and
ScottLash,Reflexive
Modernization:Politics,Tradition
and
Aestheticsin
the
（
）
６５
社会資本、信頼と民主主義
（阪大法学）５９（３・４-97）559〔２００９．１１〕
Modern
SocialOrder,Cambridge,Polity
Press,1994
［
松
尾
精
文
・
小
幡
正
敏
・
叶
堂
隆
三
訳
『
再
帰
的
近
代
化
』
而
立
書
房
、
一
九
九
七
年
］
を
見
よ
。
（
８
）
王
列
・
赖
海
榕
訳
『
使
民
主
运
转
起
来
』
江
西
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。
（
９
）Cf.,James
C.Scott,“Corruption,Machine
Politics,and
PoliticalChange,”American
PoliticalScienceReview,vol.
63,1969,pp.1142-1159;James
C.Scott,“Patron-ClientPolitics
and
PoliticalChange
in
SoutheastAsia,”
American
PoliticalScienceReview,vol.66,1972,pp.91-113.
（
）Luigi
Graziano,
A
Conceptual
Framework
for
the
Study
of
Clientelism,
Cornell
University
Western
Societies
１０Program
OccasionalPaperNo.2,New
York,1975.
（
）Edward
C.Banfield,TheMoralBasisofa
Backward
Society,New
York:The
Free
Press,1958,pp.84-101.
１１
（
）
以
下
も
参
照
の
こ
と
。Joseph
LaPalombara,“Italy:Fragmentation,Isolation,and
Alienation,”in
Lucian
W.Pye
and
１２Sidney
Verba,eds.,PoliticalCulture
and
PoliticalDevelopment(Princeton,NJ:Princeton
University
Press,1965),pp.
282-329;SamuelH.Barnesand
Giacomo
Sani,“Mediterranean
PoliticalCultureand
Italian
Politics:An
Interpretation,”
British
JournalofPoliticalScience,vol.4,1974,pp.289-313.
（
）
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、
州
政
府
の
統
治
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
政
策
過
程
、
政
策
表
明
、
政
策
執
行
の
三
点
で
評
価
し
よ
う
と
し
、
内
閣
の
安
定
１３性
、
予
算
の
迅
速
さ
、
統
計
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
改
革
立
法
、
立
法
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
保
育
所
、
家
庭
医
制
度
、
産
業
政
策
の
手
段
、
農
業
支
出
の
規
模
、
地
域
保
健
機
構
（
Ｕ
Ｓ
Ｌ
）
の
支
出
、
住
宅
・
都
市
開
発
、
官
僚
の
応
答
性
と
い
う
一
二
の
指
標
か
ら
成
る
《
制
度
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
》
指
数
を
設
定
し
た
。
ま
た
、「
市
民
文
化
」
度
は
、
州
別
の
優
先
投
票
率
、
国
民
投
票
率
、
新
聞
講
読
率
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
団
体
の
活
性
度
の
四
指
標
の
要
約
的
指
数
）
で
あ
る
市
民
共
同
体
》
指
数
か
ら
測
定
さ
れ
て
い
る
。
（
）
こ
う
し
た
視
座
を
考
え
る
上
で
は
、ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ク
ラ
パ
ン
が
い
う「
傷
つ
き
や
す
さ（vulnerability
）」と
い
う
指
標
は
有
益
で
１４あ
る
。
ク
ラ
パ
ン
に
よ
れ
ば
、
Ｐ
の
Ｃ
に
対
す
る
、
ま
た
Ｃ
の
Ｐ
に
対
す
る
「
傷
つ
き
や
す
さ
」
は
、
と
も
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
相
互
に
と
っ
て
の
必
要
度
・
従
属
度
を
規
定
す
る
（ChristopherClapham,“Clientelism
and
the
State,”in
Clapham,ed.,Private
Patronage
and
PublicPower:PoliticalClientelism
in
theModern
State,London:FrancesPinter,1982,p.12.
）。「
資
源
に
対
す
る
Ｐ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度
と
Ｐ
の
権
力
は
比
例
す
る
」（Alex
Weingrod,“Patronage
and
Power,”in
ErnestGellnerand
John
Waterbury,eds.,
（阪大法学）５９（３・４-98）560〔２００９．１１〕
PatronsandClientsin
Mediterranean
Societies,London:Gerald
Duckworth,1977,p.42.
）と
す
る
な
ら
ば
、こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度
の
低
下
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
自
発
性
の
程
度
を
高
め
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｐ
が
従
来
提
供
し
え
た
便
益
を
同
程
度
提
供
し
う
る
他
の
リ
ソ
ー
ス
の
有
効
性
を
高
め
、
そ
の
数
を
増
加
さ
せ
る
に
つ
れ
て
、
Ｃ
が
従
来
の
Ｐ
以
外
の
Ｐ
や
他
の
社
会
組
織
・
制
度
に
自
ら
の
忠
誠
を
移
動
す
る
機
会
を
拡
大
し
、
Ｐ
に
対
し
て
交
渉
能
力
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
（JamesScott,“Patronage
orExploitation?,”in
Gellner
and
Waterbury,eds.,ibid.,pp.35-36;John
Waterbury,“An
Attemptto
PutPatrons
and
Clients
in
TheirPlace,”in
Gellnerand
Waterbury,eds.,ibid.,pp.330-331;Clapam,ibid.,pp.12-13
）。
（
）Putnam,MakingDemocracyWork,op.cit.,p.167
［
前
掲
訳
書
、
二
〇
六
─
二
〇
七
頁
］.
１５
（
）Putnam,ibid.,p.148
［
前
掲
訳
書
、
一
八
一
頁
］.
マ
フ
ィ
ア
研
究
の
大
家
デ
ィ
エ
ー
ゴ
・
ガ
ン
ベ
ッ
タ
も
、
そ
う
し
た
不
信
へ
の
認
１６知
＝
合
理
的
な
選
択
の
帰
結
と
し
て
の
集
合
的
不
幸
と
し
て
マ
フ
ィ
ア
を
捉
え
て
い
る
（Diego
Gambetta,“Mafia:the
Price
of
Distrust,”in
D.Gambetta
(ed.),Trust:Making
and
Breaking
Cooperative
Relations,New
York:BasilBlackwell,1988,
p.158
）。
ド
ナ
テ
ッ
ラ
・
デ
ッ
ラ
・
ポ
ル
タ
も
、
こ
の
種
の
集
合
的
不
幸
の
社
会
を
、
社
会
資
本
の
欠
如
、
政
府
へ
の
不
信
、
政
治
腐
敗
の
相
互
強
化
的
「
悪
循
環
」
の
帰
結
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
彼
女
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
垂
直
的
・
私
的
従
属
関
係
が
強
い
南
部
イ
タ
リ
ア
で
は
、
「
収
賄
者
、
贈
賄
者
、
仲
介
者
、
顧
客
ら
非
合
法
な
行
為
に
関
わ
る
際
に
随
伴
す
る
危
険
と
コ
ス
ト
を
軽
減
で
き
る
規
範
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
シ
ス
テ
ム
」
が
「
悪
い
社
会
資
本
（bad
socialcapital
）」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
政
治
汚
職
も
「
そ
う
し
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
規
範
・
互
酬
性
、
内
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（DonatelladellaPorta,“SocialCapital,Beliefsin
Government,and
PoliticalCorruption,”
in
Susan
Pharr
and
Robert
D.Putnam
(eds.),Disaffected
Democracies:What’s
Troubling
the
TrilateralCountries?,
Princeton,NJ;Princeton
University
Press,2000,p.205,p.227.
）
を
養
分
と
し
て
い
る
、
と
説
明
さ
れ
る
（
以
下
も
参
照
。R.
Sciarrone,Mafia
vecchie,Mafia
nuove:Radicamentoed
espansione,Roma:Donzelle,1998,pp.44-51
）。
（
）Richard
M.Carpiano,“Actualor
PotentialNeighborhood
Resources
for
Health:WhatCan
Bourdie
Offer
for
１７Understanding
Mechanism
Linking
SocialCapitalto
Health?”in
Ichiro
Kawachi,S.V.Bubramanian,and
DanielKim,
eds.,SocialCapitaland
Health,New
York:Springer,2008,p.84
［
小
松
裕
和
訳「
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
近
隣
の
実
体
的
・
潜
在
的
な
リ
ソ
ー
ス
」
藤
澤
由
和
・
高
尾
総
司
・
濱
野
強
監
訳
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
健
康
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
三
三
─
一
三
四
頁
］.
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（
）
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
（
こ
こ
で
は
教
育
史
分
野
）
の
泰
斗
マ
イ
ケ
ル
・
カ
ッ
ツ
は
、
コ
ー
ル
マ
ン
報
告
書
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
難
点
が
含
ま
れ
１８つ
つ
も
、こ
の
点
は
否
定
し
が
た
い
事
実
だ
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
大
多
数
の
白
人
の
子
ど
も
で
構
成
さ
れ
る
学
校
に
黒
人
の
子
ど
も
を
通
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
黒
人
の
子
ど
も
の
学
業
成
績
を
実
質
的
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
」（M.B.
Katz,Class,Bureaucracy,and
Schools:TheIllusion
ofEducationalChangein
America,New
York:PraegerPublishers,
1971,p.133
［
藤
田
英
典
・
早
川
操
・
伊
藤
彰
浩
訳
『
階
級
・
官
僚
制
と
学
校
─
ア
メ
リ
カ
教
育
史
入
門
』
有
信
堂
、
一
九
八
九
年
、
一
九
四
頁
］）。
（
）
コ
ー
ル
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「
一
九
六
〇
年
代
と
七
〇
年
代
の
合
衆
国
の
公
立
学
校
へ
の
信
頼
の
低
下
は
、学
校
債
と
学
校
税
増
税
１９が
住
民
投
票
に
よ
っ
て
頻
繁
に
否
決
さ
れ
る
事
態
を
招
い
た
。
そ
の
結
果
、
公
立
学
校
は
十
分
に
機
能
を
発
揮
で
き
な
く
な
り
、
多
く
の
生
徒
が
私
立
学
校
に
流
出
す
る
結
果
と
な
っ
た
」（James
S.Coleman,FoundationsofSocialTheory,Cambridge,MA:Harvard
University
Press,1990,p.195
［
久
慈
利
武
訳
『
社
会
理
論
の
基
礎
（
上
）』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
三
〇
〇
頁
］）。
（
）JamesS.Coleman,“SocialCapitalin
theCreation
ofHuman
Capital,”American
JournalofSociology,vol.94,1988,
２０p.114
［
金
光
淳
訳
「
人
的
資
本
の
形
成
に
お
け
る
社
会
関
係
資
本
」
野
沢
慎
司
編
・
監
訳
『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
二
二
八
頁
］。
（
）JamesS.Coleman,FoundationsofSocialTheory,Cambridge,MA:Harvard
University
Press,1990,p.307
［
久
慈
利
２１武
訳
『
社
会
理
論
の
基
礎
（
上
）』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
四
七
九
頁
、
四
八
一
─
四
八
二
頁
］。
（
）Graziano,A
ConceptualFramework,op.cit.,p.18.
２２
（
）James
S.Coleman,“SocialCleavage
and
Religious
Conflict,”
JournalofSocialIssues,vol.12,1956,pp.44-56;
２３JamesS.Coleman,CommunityConflict,New
York:The
Free
Press,1957.
（
）Pierre
Bourdieu,“Le
capitalsocial:notesprovisoires,”Actesdela
rechercheon
sciencessociales,nol.31,1980,p.
２４2
［
福
井
憲
彦
訳
「『
社
会
資
本
』
と
は
何
か
─
暫
定
的
ノ
ー
ト
」『
ア
ク
ト
』no.1,
一
九
八
六
年
、
三
一
頁
］.
（
）
田
原
音
和
「
解
説
」in
Pierre
Bourdieu,Questionsdesociologie,Paris:Éditionsde
Minuit,1984
[1980])
［
田
原
音
和
監
２５訳
『
社
会
学
の
社
会
学
』
藤
原
書
店
、
一
九
九
一
年
、
三
四
八
頁
］。
（
）Bourdieu,“Le
capitalsocial,”op.cit.,p.3
［
前
掲
訳
書
、
三
三
─
三
四
頁
］.
「
場
」（
＝
「
界
（chan
）」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
２６
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PierreBourdieu,Lesstructuressocialesdeéconomie,Paris:ÉditionsdeSeuil,2000,partieII
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